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第１３章 

ドゥルヴァ・マハーラージャの子孫の説明 
 

第１節第１節第１節第１節 
 

SaUTa ovac 
iNaXaMYa k-aEzariv<aaePavi<aRTa& 

Da]uvSYa vEku-<#=PadaiDaraeh<aMa( ) 
Pa[æ!>aavae >aGavTYaDaae+aJae 

Pa[íu& PauNaSTa& ivdur" Pa[c§-Mae  )) 1 )) 
 

スータ ウヴァーチャ 
süta uväca 

 
ニシャミャ カウシャーラヴィノーパヴァルニタンム 

niçamya kauñäraviëopavarëitaà 
 

ドフゥルヴァッシャ ヴァイクンタハ・パダーデヒィローハナンム 
dhruvasya vaikuëöha-padädhirohaëam 

 
プラルーダハ・バハーヴォー バハガヴァティ アドホークシャジェー 
prarüòha-bhävo bhagavaty adhokñaje 

 
プラシュトゥンム プナス タンム ヴィドゥラハ プラチャクラメー 
prañöuà punas taà viduraù pracakrame 

 

sütaù uväca— ス ー タ ・ ゴ ー ス ヴ ァ ー ミ ー が 言 っ た ; niçamya— 聞 い た あ と ; 

kauñäraviëä—聖者マイトゥレーヤによって; upavarëitam—説明された; dhruvasya—ド

ゥルヴァ・マハーラージャの; vaikuëöha-pada—ヴィシュヌの住居に; adhirohaëam—高め

られたこと; prarüòha—増えた; bhävaù—献愛奉仕への熱意; bhagavati—最高人格主神に; 

adhokñaje—直接の視覚を超えた人物; prañöum—尋ねること; punaù—再び; tam—マイト

ゥレーヤに; viduraù—ヴィドゥラ; pracakrame—試みた。 
 

スータ・ゴースヴァーミーが、シャウナカを筆頭とするリシたちにスータ・ゴースヴァーミーが、シャウナカを筆頭とするリシたちにスータ・ゴースヴァーミーが、シャウナカを筆頭とするリシたちにスータ・ゴースヴァーミーが、シャウナカを筆頭とするリシたちに語りつづけた。「ド語りつづけた。「ド語りつづけた。「ド語りつづけた。「ド

ゥルヴァ・マハーラージャが主ヴィシュヌの住居に高められたことゥルヴァ・マハーラージャが主ヴィシュヌの住居に高められたことゥルヴァ・マハーラージャが主ヴィシュヌの住居に高められたことゥルヴァ・マハーラージャが主ヴィシュヌの住居に高められたことをマイトゥレーをマイトゥレーをマイトゥレーをマイトゥレーヤ・ヤ・ヤ・ヤ・

リシから聞いたヴィドゥラは、献愛奉仕に対する思いを大いにつのらせリシから聞いたヴィドゥラは、献愛奉仕に対する思いを大いにつのらせリシから聞いたヴィドゥラは、献愛奉仕に対する思いを大いにつのらせリシから聞いたヴィドゥラは、献愛奉仕に対する思いを大いにつのらせ、つぎのように、つぎのように、つぎのように、つぎのように

マイトゥレーヤに尋ねた」マイトゥレーヤに尋ねた」マイトゥレーヤに尋ねた」マイトゥレーヤに尋ねた」 
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要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 

ヴィドゥラとマイトゥレーヤの話題からも立証できるように、最高人格主神と献愛者の活

動は私たちの心を捕らえてはなさず、話をしている献愛者も、聞いている献愛者も、質問し

たり答えたりすることにいささかも疲れを感じません。超越的な主題は、聞いても話しても

だれも疲れを感じないほどすばらしいものです。献愛者でない人々は、「あの人たちは神の

ことを話すことだけにどうしてあれほどの時間を費やせるのだろう」と聞くかもしれません。

しかし献愛者は、最高人格主神や献愛者のことについて聞いたり話したりしても十分に満足

しません。聞いたり話したりするほどに、もっと聞こうとする熱意が高まるのです。ハレー・

クリシュナ・マントラの唱名は、ハレー（Hare）、クリシュナ（Kåñëa）、ラーマ（Räma）

という３つのことばの繰りかえしにすぎませんが、献愛者たちはこのハレー・クリシュナ・

マントラを、なんの疲れも感じることなく１日24時間唱えつづけることができます。 

 

第２節第２節第２節第２節 
 

ivdur ovac 
ke- Tae Pa[ceTaSaae NaaMa k-SYaaPaTYaaiNa Sauv]Ta   ) 

  k-SYaaNvvaYae Pa[:YaaTaa" ku-}a va Sa}aMaaSaTa )) 2 )) 
 

ヴィドゥラ ウヴァーチャ 
vidura uväca 

 
ケー テー プラチェータソー ナーマ 
ke te pracetaso näma 

 
カッシャーパテャーニ スヴラタ 
kasyäpatyäni suvrata 

 
カッシャーンヴァヴァーイェー プラキハャーターハ 
kasyänvaväye prakhyätäù 

 
クトゥラ ヴァー サトゥランム アーサタ 
kutra vä satram äsata 

 
viduraù uväca—ヴィドゥラが尋ねた; ke—誰か; te—彼ら; pracetasaù—プラチェーター

たち; näma—その名前の; kasya—誰の; apatyäni—息子たち; su-vrata—吉兆な誓いをた

てたマイトゥレーヤ; kasya—誰の; anvaväye—家族に; prakhyätäù—有名な; kutra—どこ

の; vä—もまた; satram—儀式; äsata—実行された。 
 

ヴィドゥラがマイトゥレーヤに尋ねた。「このうえなく高尚なお方よ。プラチェータヴィドゥラがマイトゥレーヤに尋ねた。「このうえなく高尚なお方よ。プラチェータヴィドゥラがマイトゥレーヤに尋ねた。「このうえなく高尚なお方よ。プラチェータヴィドゥラがマイトゥレーヤに尋ねた。「このうえなく高尚なお方よ。プラチェータ

ーとはどのような人々なのでしょうか。どの家系に生まれ、だれの子息だったのでしょーとはどのような人々なのでしょうか。どの家系に生まれ、だれの子息だったのでしょーとはどのような人々なのでしょうか。どの家系に生まれ、だれの子息だったのでしょーとはどのような人々なのでしょうか。どの家系に生まれ、だれの子息だったのでしょ

うか。そしてどこでその盛大な儀式を執行したのでしょうか」うか。そしてどこでその盛大な儀式を執行したのでしょうか」うか。そしてどこでその盛大な儀式を執行したのでしょうか」うか。そしてどこでその盛大な儀式を執行したのでしょうか」 
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要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 

前の章では、偉大なナーラダがプラチェーターたちの儀式の場で３つの節を歌ったことが

言及されました。そのことがヴィドゥラにとってさらなる質問への刺激になっています。 

 

第３節第３節第３節第３節 
 

MaNYae Maha>aaGavTa& Naard& devdXaRNaMa(     ) 
   YaeNa Pa[ae¢-" i§-YaaYaaeGa" PaircYaaRiviDahR„re" )) 3 )) 

 
マニェー マハー・バハーガヴァタンム 
manye mahä-bhägavataà 

 
ナーラダンム デーヴァ・ダルシャナンム 
näradaà deva-darçanam 

 
イェーナ プロークタハ クリヤー・ヨーガハ 
yena proktaù kriyä-yogaù 

 
パリチャリャー・ヴィデヒィラ ハレーヘ 
paricaryä-vidhir hareù 

 

manye—私は考える; mahä-bhägavatam—あらゆる献愛者のなかでもっとも偉大な人

物; näradam—聖者ナーラダ; deva—最高人格主神; darçanam—〜に会った者; yena—〜に

よって ; proktaù—語られて ; kriyä-yogaù—献愛奉仕 ; paricaryä—奉仕をするために ; 

vidhiù—その方法; hareù—最高人格主神に。 
 

ヴィドゥラがつづける。「私はヴィドゥラがつづける。「私はヴィドゥラがつづける。「私はヴィドゥラがつづける。「私は、偉大な聖者ナーラダが献愛者のなかの献愛者である、偉大な聖者ナーラダが献愛者のなかの献愛者である、偉大な聖者ナーラダが献愛者のなかの献愛者である、偉大な聖者ナーラダが献愛者のなかの献愛者である

ことをよく知っています。献愛奉仕を説くパーンチャラートゥリカ法について編纂され、ことをよく知っています。献愛奉仕を説くパーンチャラートゥリカ法について編纂され、ことをよく知っています。献愛奉仕を説くパーンチャラートゥリカ法について編纂され、ことをよく知っています。献愛奉仕を説くパーンチャラートゥリカ法について編纂され、

最高人格主神最高人格主神最高人格主神最高人格主神に直接会われた人物です」に直接会われた人物です」に直接会われた人物です」に直接会われた人物です」 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 

至 高 主 に 近 づ く ２ つ の 方 法 が あ り ま す 。 そ の １ つ が バ ー ガ ヴ ァ タ ・ マ ー ル ガ

（bhägavata-märga）、すなわち『シュリーマド・バーガヴァタム』の方法で、もう１つ

がパーンチャラートゥリカ・ヴィディ（päïcarätrika-vidhi）です。パーンチャラートゥリ

カ・ヴィディは寺院での崇拝に関連した方法で、バーガヴァタ・ヴィディは聞くことと唱え

ることに始まる９つの方法を説いています。クリシュナ意識運動は両方を採用しており、そ

のことで最高人格主神を悟る道を着実に進むことを可能にしています。このパーンチャラー

トゥリカの方法は、ここでヴィドゥラが言及しているように、偉大な聖者ナーラダが最初に

導入したものです。 
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第４節第４節第４節第４節 
 

SvDaMaRXaqlE/" PauåzE>aRGavaNa( YajPaUåz"   ) 
   wJYaMaaNaae >ai¢-MaTaa NaardeNaeirTa" ik-l/ )) 4 )) 

 
スヴァ・ダハルマ・シーライヒ プルシャイル 
sva-dharma-çélaiù puruñair 

 
バハガヴァーン ヤギャ・プールシャハ 
bhagavän yajïa-püruñaù 

 
イッジャマーノー バハクティマター 
ijyamäno bhaktimatä 

 
ナーラデーネーリタハ キラ 
näradeneritaù kila 

 

sva-dharma-çélaiù— 儀 式 の 義 務 を 実 行 す る こ と ; puruñaiù— 男 性 た ち に よ っ て ; 

bhagavän—最高人格主神; yajïa-püruñaù—あらゆる儀式の享楽者; ijyamänaù—崇拝され

て; bhaktimatä—献愛者によって; näradena—ナーラダによって; éritaù—説明された; 

kila—実際に。 
 

プラチェーター全員が、プラチェーター全員が、プラチェーター全員が、プラチェーター全員が、最高人格主神最高人格主神最高人格主神最高人格主神を満足させるために宗教上の礼拝と儀式を執行を満足させるために宗教上の礼拝と儀式を執行を満足させるために宗教上の礼拝と儀式を執行を満足させるために宗教上の礼拝と儀式を執行

していたとき、偉大な聖者ナーラダがドゥルヴァ・マハーラージャの崇高な気質についしていたとき、偉大な聖者ナーラダがドゥルヴァ・マハーラージャの崇高な気質についしていたとき、偉大な聖者ナーラダがドゥルヴァ・マハーラージャの崇高な気質についしていたとき、偉大な聖者ナーラダがドゥルヴァ・マハーラージャの崇高な気質につい

て語った。て語った。て語った。て語った。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 

ナーラダ・ムニはいつでも主の崇高な娯楽を讃えています。この節からわかるのは、ナー

ラダは主はもちろんのこと、主の献愛者をも讃えています。大聖者ナーラダの使命は、主の

献愛奉仕を世に広めることにあります。この目的のために『ナーラダ・パンチャラートゥラ』

という献愛奉仕の指導書を用意し、奉仕をするための情報を献愛者がいつも得られるように、

そして１日24時間最高人格主神の喜びのために儀式をすることができるよう配慮しました。

『バガヴァッド・ギーター』で言われているように、主は社会生活における４つの階級、す

なわちブラーフマナ（brähmaëa）、クシャトリヤ（kñatriya）、ヴァイシャ（vaiçya）、

シュードラ（çüdra）を創りだしました。『ナーラダ・パンチャラートゥラ』には、社会階

級の各階級がどのように至高主を喜ばせることができるかについて明確に説かれています。

『バガヴァッド・ギーター』（第18章・第45節）では、sve sve karmaëy abhirataù saàsiddhià 

labhate naraù（スヴェー スヴェー カルマニ アビヒラタハ サンムシッデヒィンム ラバハテー ナラハ）「自

分に定められた義務を実践することで至高主を喜ばせることができる」と述べられています。



5 

 

『シュリーマド・バーガヴァタム』（第１章・第２章・第13節）でも、svanuñöhitasya 

dharmasya saàsiddhir hari-toñaëam（スヴァヌシュテヒィタッシャ ダハルマッシャ サンムシッデヒィル 

ハリ・トーシャナンム）「義務の完成は、自分に定められた義務を実行して最高人格主神を満足

させるのを見ること」と述べられています。プラチェーターたちがこの指示にしたがって儀

式を執行していたとき、ナーラダ・ムニはかれらの活動を見て満足し、そしてその儀式の場

でドゥルヴァ・マハーラージャを讃えたいと望みました。 

 

第５節第５節第５節第５節 
 

YaaSTaa devizR<aa Ta}a vi<aRTaa >aGavTk-Qaa" ) 
  Maù& éué[Uzve b]øNa( k-aTSNYaeRNaacíuMahRiSa  )) 5 )) 

 
ヤース ター デーヴァルシナー タトゥラ 
yäs tä devarñiëä tatra 

 
ヴァルニター バハガヴァトゥ・カタハーハ 
varëitä bhagavat-kathäù 

 
マヒャンム シュシュルーシャヴェー ブラフマン 
mahyaà çuçrüñave brahman 

 
カールトゥスニェーナーチャシュトゥンム アルハシ 
kärtsnyenäcañöum arhasi 

 

yäù—〜であるもの; täù—それらすべて; devarñiëä—偉大な聖者ナーラダによって; 

tatra— そ こ で ; varëitäù— 語 ら れ て ; bhagavat-kathäù— 主 の 活 動 に関 連 す る 教 え ; 

mahyam— 私 に ; çuçrüñave— と て も 聞 き た い と 願 う ; brahman— ブ ラ ー フ マ ナ よ ; 

kärtsnyena—完全に; äcañöum arhasi—どうか説明してください。 
 

ブラーフマナよ。ナーラダ・ムニはどのようにブラーフマナよ。ナーラダ・ムニはどのようにブラーフマナよ。ナーラダ・ムニはどのようにブラーフマナよ。ナーラダ・ムニはどのように最高人格主神最高人格主神最高人格主神最高人格主神の栄光を讃え、その集まの栄光を讃え、その集まの栄光を讃え、その集まの栄光を讃え、その集ま

りのなかでどのような娯楽について語らりのなかでどのような娯楽について語らりのなかでどのような娯楽について語らりのなかでどのような娯楽について語られたのか、とても聞きたいと思います。どうか、れたのか、とても聞きたいと思います。どうか、れたのか、とても聞きたいと思います。どうか、れたのか、とても聞きたいと思います。どうか、

主のその称讃についてすべてお話しください。主のその称讃についてすべてお話しください。主のその称讃についてすべてお話しください。主のその称讃についてすべてお話しください。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 

『シュリーマド・バーガヴァタム』はbhagavat-kathä（バハガヴァトゥ・カタハー）、すなわち

主の崇高な娯楽の記録に関する話題です。ヴィドゥラがマイトゥレーヤから聞きたいと願っ

ていたことを、私たちも5,000年後の今聞くことができます。その熱意さえあれば。 
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第６節第６節第６節第６節 
 

MaE}aeYa ovac 
Da]uvSYa caeTk-l/" Pau}a" iPaTair Pa[iSQaTae vNaMa( ) 

     SaavR>aaEMaié[Ya& NaEC^diDaraJaaSaNa& iPaTau"      )) 6 )) 
 

マイトゥレーヤ ウヴァーチャ 
maitreya uväca 

 
ドフゥルヴァッシャ チョートゥカラハ プトゥラハ 
dhruvasya cotkalaù putraù 

 
ピタリ プラステヒィテー ヴァナンム 
pitari prasthite vanam 

 
サールヴァバハウマ・シュリヤンム ナイッチャドゥ 
särvabhauma-çriyaà naicchad 

 
アデヒィラージャーサナンム ピトゥフ 
adhiräjäsanaà pituù 

 

maitreyaù uväca—偉大な聖者マイトゥレーヤ; dhruvasya—ドゥルヴァ・マハーラージ

ャの; ca—もまた; utkalaù—ウトゥカラ; putraù—子息; pitari—父親の後に; prasthite—離

れた ; vanam—森に ; särva-bhauma—すべての土地を含んでいる ; çriyam—富 ; na 

aicchat—望まなかった; adhiräja—国王の; äsanam—王座; pituù—父親の。 
 

偉大な聖偉大な聖偉大な聖偉大な聖者マイトゥレーヤが答えた。「ヴィドゥラよ。ドゥルヴァ・マハーラージャ者マイトゥレーヤが答えた。「ヴィドゥラよ。ドゥルヴァ・マハーラージャ者マイトゥレーヤが答えた。「ヴィドゥラよ。ドゥルヴァ・マハーラージャ者マイトゥレーヤが答えた。「ヴィドゥラよ。ドゥルヴァ・マハーラージャ

が森に向けて去っていたあと、子息ウトゥカラ（が森に向けて去っていたあと、子息ウトゥカラ（が森に向けて去っていたあと、子息ウトゥカラ（が森に向けて去っていたあと、子息ウトゥカラ（Utkala）は、この惑星全土の支配者のた）は、この惑星全土の支配者のた）は、この惑星全土の支配者のた）は、この惑星全土の支配者のた

めにある父親の王座を受けつぐことを望まなかった」めにある父親の王座を受けつぐことを望まなかった」めにある父親の王座を受けつぐことを望まなかった」めにある父親の王座を受けつぐことを望まなかった」 

 

第７節第７節第７節第７節 
 

Sa JaNMaNaaePaXaaNTaaTMaa iNa"Sa(r)" SaMadXaRNa" ) 
     ddXaR l/aeke- ivTaTaMaaTMaaNa& l/aek-MaaTMaiNa  )) 7 )) 

 
サ ジャンマノーパシャーンタートゥマー 
sa janmanopaçäntätmä 

 
ニフサンガハ サマ・ダルシャナハ 
niùsaìgaù sama-darçanaù 

 
ダダルシャ ローケー ヴィタタンム 
dadarça loke vitatam 

 
アートゥマーナンム ローカンム アートゥマニ 
ätmänaà lokam ätmani 
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saù—彼の子息ウトゥカラ; janmanä—誕生した初期から; upaçänta—非常に満足して; 

ätmä—魂; niùsaìgaù—執着することなく; sama-darçanaù—均衡のとれた; dadarça—見

た ; loke—世界の ; vitatam—広がっている ; ätmänam—至高の魂 ; lokam—全世界 ; 

ätmani—至高の魂の中に。 
 

ウトゥカラは、生まれたときから何事にも完全に満たされ、世の中に対する執着をまウトゥカラは、生まれたときから何事にも完全に満たされ、世の中に対する執着をまウトゥカラは、生まれたときから何事にも完全に満たされ、世の中に対する執着をまウトゥカラは、生まれたときから何事にも完全に満たされ、世の中に対する執着をま

ったく感じていなかった。すべてが至高の魂によって支えられ、全生命体の心にいる至ったく感じていなかった。すべてが至高の魂によって支えられ、全生命体の心にいる至ったく感じていなかった。すべてが至高の魂によって支えられ、全生命体の心にいる至ったく感じていなかった。すべてが至高の魂によって支えられ、全生命体の心にいる至

高の魂を見ることができたため、均衡のとれた視野を持っていたのである。高の魂を見ることができたため、均衡のとれた視野を持っていたのである。高の魂を見ることができたため、均衡のとれた視野を持っていたのである。高の魂を見ることができたため、均衡のとれた視野を持っていたのである。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 

ドゥルヴァ・マハーラージャの子息であるウトゥカラがしめしていた表情や気質は、マハ

ー・バーガヴァタ（mahä-bhägavata）そのものです。『バガヴァッド・ギーター』（第６

章・第30節）ではyo mäà paçyati sarvatra sarvaà ca mayi paçyati（ヨー マーンム パッシャ

ティ サルヴァトゥラ サルヴァンム チャ マイ パッシャティ）、ひじょうに気高い献愛者は最高人格

主神をどこにでも見ることができ、またすべてが至高者に支えられていることを見る、と言

わ れ て い ま す 。 ま た 第 ９ 章 の 第 ４ 節 で も 、 mayä tatam idaà sarvaà jagad 

avyakta-mürtinä（マヤー タタンム イダンム サルヴァンム ジャガドゥ アヴャクタ・ムールティナー）、

「主クリシュナは、姿のない形で全宇宙に遍在している」と言われています。すべてが主に

支えられているのですが、すべてが主自身である、と言えるわけではありません。高尚なマ

ハー・バーガヴァタの献愛者はその気持ちですべてを見ます。さまざまな体に囚われた識別

心で生命体を見ることなく、至高の魂・パラマートマーをすべての心のなかに見ています。

だれであっても最高人格主神の部分体として見ているのです。至高主神の存在をあらゆる場

所で体験しているマハー・バーガヴァタは至高主を見失うことがありませんし、また至高主

もそのような献愛者を見失うことがありません。これは、神への愛情を高めた人物だけに可

能なことです。 

 

第８−９節第８−９節第８−９節第８−９節 
 

AaTMaaNa& b]ø iNavaR<a& Pa[TYaSTaiMaTaivGa]hMa( ) 
     AvbaeDarSaEk-aTMYaMaaNaNdMaNauSaNTaTaMa(     )) 8 )) 

AVYaviC^àYaaeGaaiGandGDak-MaRMal/aXaYa"    ) 
     SvæPaMavåNDaaNaae NaaTMaNaae_NYa& TadE+aTa    )) 9 )) 

 
アートゥマーナンム ブラフマ ニルヴァーナンム 
ätmänaà brahma nirväëaà 
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プラテャスタミタ・ヴィグラハンム 
pratyastamita-vigraham 

 
アヴァボーダハ・ラサイカートゥミャンム 
avabodha-rasaikätmyam 

 
アーナンダンム アヌサンタタンム 
änandam anusantatam 

 
 

アヴャヴァッチヒィンナ・ヨーガーグニ・ 
avyavacchinna-yogägni- 

 
ダグダハ・カルマ・マラーシャヤハ 
dagdha-karma-maläçayaù 

 
スヴァルーパンム アヴァルンダハーノー 
svarüpam avarundhäno 

 
ナートゥマノー ニャンム タダイクシャタ 
nätmano 'nyaà tadaikñata 

 

ätmänam—自己; brahma—魂; nirväëam—物質存在の終息; pratyastamita—終わって; 

vigraham— 分 離 ; avabodha-rasa— 知 識 の 豊 か さ に よ っ て ; eka-ätmyam— 一 体 性 ; 

änandam—至福; anusantatam—拡大して; avyavacchinna—連続的な; yoga—ヨーガの修

練によって; agni—その火によって; dagdha—燃えた; karma—結果への望み; mala—穢れ; 

äçayaù—彼の心の中に; svarüpam—本来の立場; avarundhänaù—悟っている; na—では

ない; ätmanaù—至高の魂よりも; anyam—他の何か; tadä—その時; aikñata—見た。 
 

ウトゥカラは、至高のブラフマンの知識を拡大させることで、肉体の束縛からすでにウトゥカラは、至高のブラフマンの知識を拡大させることで、肉体の束縛からすでにウトゥカラは、至高のブラフマンの知識を拡大させることで、肉体の束縛からすでにウトゥカラは、至高のブラフマンの知識を拡大させることで、肉体の束縛からすでに

解放されていた。この解脱の境地はニルヴァー解放されていた。この解脱の境地はニルヴァー解放されていた。この解脱の境地はニルヴァー解放されていた。この解脱の境地はニルヴァーナ（ナ（ナ（ナ（nirväëa）として知られている。ウト）として知られている。ウト）として知られている。ウト）として知られている。ウト

ゥカラは超越的な至福を感じ、果てしなく広がりつづける至福あふれる境地を満喫してゥカラは超越的な至福を感じ、果てしなく広がりつづける至福あふれる境地を満喫してゥカラは超越的な至福を感じ、果てしなく広がりつづける至福あふれる境地を満喫してゥカラは超越的な至福を感じ、果てしなく広がりつづける至福あふれる境地を満喫して

いた。これは、穢れた物質的物事をことごとく燃えつくす火に例えられるバクティ・ヨいた。これは、穢れた物質的物事をことごとく燃えつくす火に例えられるバクティ・ヨいた。これは、穢れた物質的物事をことごとく燃えつくす火に例えられるバクティ・ヨいた。これは、穢れた物質的物事をことごとく燃えつくす火に例えられるバクティ・ヨ

ーガの修練によって達成されたのである。自己の悟りという自分本来の境地に立脚してーガの修練によって達成されたのである。自己の悟りという自分本来の境地に立脚してーガの修練によって達成されたのである。自己の悟りという自分本来の境地に立脚してーガの修練によって達成されたのである。自己の悟りという自分本来の境地に立脚して

いた人物であり、献愛奉仕をするなかで、至高主と自分以外になにも見ることができないた人物であり、献愛奉仕をするなかで、至高主と自分以外になにも見ることができないた人物であり、献愛奉仕をするなかで、至高主と自分以外になにも見ることができないた人物であり、献愛奉仕をするなかで、至高主と自分以外になにも見ることができな

かった。かった。かった。かった。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 

この２つの節が『バガヴァッド・ギーター』の節（第18章・第54節）を説明しています。 
 

ブラフマ・ブフータハ プラサンナートゥマー 
brahma-bhütaù prasannätmä 

 
ナ ショーチャティ ナ カーンクシャティ 
na çocati na käìkñati 
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サマハ サルヴェーシュ ブフーテーシュ 
samaù sarveñu bhüteñu 

 
マドゥ・バハクティンム ラバハテー パラーンム 
mad-bhaktià labhate paräm 

 
「超越的境地にある者は、すぐに至高のブラフマンを悟り、完全な喜びに浸る。決して嘆

くこともなく、なにかを望むこともなくなる。そして、すべての生物に等しく接する。その

ような境地で、わたしへの純粋な献愛奉仕に到達するのである」。このことについては主チ

ャイタンニャの『シクシャーシュタカ』の最初の節でも説明されています。 
 

チェートー・ダルパナ・マールジャナンム バハヴァ・マハー・ダーヴァーグニ・ニルヴァーパナンム 
ceto-darpaëa-märjanaà bhava-mahä-dävägni-nirväpaëaà 

 
シュレーヤハ・カイラヴァ・チャンドゥリカー・ヴィタラナンム ヴィデャー・ヴァドフゥー・ジーヴァナンム 
çreyaù-kairava-candrikä-vitaraëaà vidyä-vadhü-jévanam 

（『チャタンニャ・チャリタームリタ』アンテャ・第20章・第12節） 
 

バクティ・ヨーガの方法はヨーガの頂点であり、なかでも主の聖なる名前の吟唱が献愛奉

仕の主要な実践です。聖なる名前を唱えることで、ニルヴァーナ「物質存在の解脱」という

完 成 が 達 成 で き 、 主 チ ャ イ タ ン ニ ャ が 説 明 し て い る 精 神 的 存 在 （ änandämbudh 

i-vardhanam・アーナンダーンブディ・ヴァルダハナンム）という至福に満ちた生活が広がっていき

ます。その境地にいる人は、物質的な富、あるいは地球全体を統治するほどの王座にも興味

はありません。この境地をviraktir anyatra syät（ヴィラクティル アニャトゥラ シャートゥ）とい

います。それが献愛奉仕の結果です。 

献愛奉仕に高められるほどに、物質的な富や活動から無執着になっていきます。これが精

神的気質、至福に満ちた境地です。『バガヴァッド・ギーター』（第2章・第59節）では、

paraà dåñövä nivartate（パランム ドゥリシュトゥヴァー ニヴァルタテー）と述べられており、精神

的境地における至福に満ちた生活という高い甘露を味わうことで、物質的な楽しみを捨て去

る心境です。燃えさかる火にたとえられる精神的知識を高めることで、物質的望みがすべて

燃えて灰になります。神秘的ヨーガの完成は、献愛奉仕を実践して最高人格主神との絶えま

ない関係を保つことで可能になります。献愛者は、毎瞬間至高者のことを考えています。条

件づけられた魂たちは過去の生活の反動に束縛されていますが、ただ献愛奉仕をはじめるだ

けで穢れた物事すべてが燃えつきます。このことが『ナーラダ・パンチャラートゥラ』（『チ

ャタンニャ・チャリタームリタ』マデャ・第19章・第170節）でsarvopädhi-vinirmuktaà 

tat-paratvena nirmalam（サルヴォーパーディ・ヴィニルムクタンム タトゥ・パラトゥヴェーナ ニルマラン

ム）と述べられています。 
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第１０節第１０節第１０節第１０節 
 

Ja@aNDabiDaraeNMataMaUk-ak*-iTarTaNMaiTa"      ) 
      l/i+aTa" PaiQa bal/aNaa& Pa[XaaNTaaicRirvaNal/" )) 10 )) 

 
ジャダーンダハ・バデヒィローンマッタ・ 
jaòändha-badhironmatta- 

 
ムーカークリティル アタン・マティヒ 
mükäkåtir atan-matiù 

 
ラクシタハ パテヒィ バーラーナーンム 
lakñitaù pathi bälänäà 

 
プラシャーンタールチル イヴァーナラハ 
praçäntärcir ivänalaù 

 

jaòa—愚かな; andha—盲人; badhira—耳の聞こえない人; unmatta—狂人; müka—口

のきけない人; äkåtiù—見かけ; a-tat—そのようではない; matiù—彼の知性; lakñitaù—彼

は見られていた; pathi—道路で; bälänäm—知性に欠ける人によって; praçänta—静かな; 

arciù—炎で; iva—〜のような; analaù—火。 
 

知性に欠ける路傍の人々にとって、ウトゥカラは愚かで、盲人で、耳がきこえず、口知性に欠ける路傍の人々にとって、ウトゥカラは愚かで、盲人で、耳がきこえず、口知性に欠ける路傍の人々にとって、ウトゥカラは愚かで、盲人で、耳がきこえず、口知性に欠ける路傍の人々にとって、ウトゥカラは愚かで、盲人で、耳がきこえず、口

もきけず、狂っているかのように見えた。しかし、じっさいはそのような人間ではなかもきけず、狂っているかのように見えた。しかし、じっさいはそのような人間ではなかもきけず、狂っているかのように見えた。しかし、じっさいはそのような人間ではなかもきけず、狂っているかのように見えた。しかし、じっさいはそのような人間ではなか

った。あたかも、灰におおわれて炎を出していないような状態にいたのである。った。あたかも、灰におおわれて炎を出していないような状態にいたのである。った。あたかも、灰におおわれて炎を出していないような状態にいたのである。った。あたかも、灰におおわれて炎を出していないような状態にいたのである。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 

ジャダ・バラタやウトゥカラのような偉大な聖人は、物質的な人々が作りだす矛盾、わず

らわしさ、悪条件、逆境に巻きこまれないよう口を閉ざすことがあります。知性のない人々

は、そのような聖人を狂人、聾唖（ろうあ）と考えます。しかしじつは、高尚な献愛者は献愛生

活をしていない人々と話をするのを避けますが、献愛生活をしている人々とは友好的にふれ

あい、また何も知らない人には知識を与えるために話します。現実として、全世界は献愛者

ではない人々で埋めつくされており、ひじょうに高尚な献愛者でもバジャナーナンディー

（bhajanänandé）と呼ばれる人々は非献愛者を避けようとします。いっぽう、ゴーシュテ

ャ・アーナンディー（goñöhy-änandé）と呼ばれる献愛者は、献愛者を増やすために布教に

励みます。しかしそれでも、そのような布教徒でも、精神生活に好意をもたない人々との接

触を避けることがあります。 
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第１１節第１１節第１１節第１１節 
 

MaTva Ta& Ja@MauNMata& ku-l/v*Öa" SaMaiN}a<a" ) 
      vTSar& >aUPaiTa& c§u-YaRvqYaa&Sa& >a]Mae" SauTaMa(  )) 11 )) 

 
マトゥヴァー タンム ジャダンム ウンマッタンム 
matvä taà jaòam unmattaà 

 
クラ・ヴリッダハーハ サマントゥリナハ 
kula-våddhäù samantriëaù 

 
ヴァトゥサランム ブフーパティンム チャクルル 
vatsaraà bhüpatià cakrur 

 
ヤヴィーヤーンムサンム ブフラメーヘ スタンム 
yavéyäàsaà bhrameù sutam 

 

matvä—考えている; tam—ウトゥカラ; jaòam—知性のない; unmattam—狂っている; 

kula-våddhäù—家族の年⻑者たち; samantriëaù—大臣たちと共に; vatsaram—ヴァトゥ

サ ラ ; bhü-patim— 世 界 の 統 治 者 ; cakruù— 彼 ら は そ う し た ; yavéyäàsam— 若 い ; 

bhrameù—ブラミの; sutam—子息。 
 

この理由から、大臣たちも家族の年⻑者たちも、ウトゥカラを知性の足りない、あるこの理由から、大臣たちも家族の年⻑者たちも、ウトゥカラを知性の足りない、あるこの理由から、大臣たちも家族の年⻑者たちも、ウトゥカラを知性の足りない、あるこの理由から、大臣たちも家族の年⻑者たちも、ウトゥカラを知性の足りない、ある

いは率直に言えば、狂った人間と考えていた。このため、かれらはブラミの子息であるいは率直に言えば、狂った人間と考えていた。このため、かれらはブラミの子息であるいは率直に言えば、狂った人間と考えていた。このため、かれらはブラミの子息であるいは率直に言えば、狂った人間と考えていた。このため、かれらはブラミの子息である

弟のヴァトゥサラを王座に就け、世界の王とした。弟のヴァトゥサラを王座に就け、世界の王とした。弟のヴァトゥサラを王座に就け、世界の王とした。弟のヴァトゥサラを王座に就け、世界の王とした。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 

君主制はあったけれども、内実は独裁体制ではなかったことがわかります。王座は王家の

人間だけが就くことができましたが、家族の年⻑者や大臣たちが状況を見きわめて変更を決

定し、適切な人物を王座に就けていました。現代でも、君主制が敷かれているところでは、

大臣や年⻑者が、王家の候補者のなかから特定の人物を選んで王座に就けることがあります。 

 

第１２節第１２節第１２節第１２節 
 

Svvs„iQavRTSarSYaeía >aaYaaRSaUTa z@aTMaJaaNa(  ) 
PauZPaa<a| iTaGMake-Tau& c wzMaUJa| vSau& JaYaMa(  )) 12 )) 

 
スヴァルヴィーテヒィル ヴァトゥサラッシェーシュター 
svarvéthir vatsarasyeñöä 

 
バハーリャースータ シャドゥ・アートゥマジャーン 
bhäryäsüta ñaò-ätmajän 
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プシュパールナンム ティグマケートゥンム チャ 
puñpärëaà tigmaketuà ca 

 
イシャンム ウールジャンム ヴァスンム ジャヤンム 
iñam ürjaà vasuà jayam 

 

svarvéthiù—スヴァルヴィーティ; vatsarasya—ヴァトゥサラ王の; iñöä—非常に愛しい; 

bhäryä—妻; asüta—〜を産んだ; ñaö—６; ätmajän—子息たち; puñpärëam—プシュパー

ルナ; tigmaketum—ティグマケートゥ; ca—もまた; iñam—イシャ; ürjam—ウールジャ; 

vasum—ヴァス; jayam—ジャヤ。 
 

ヴァトゥサラ王にはスヴァルヴィーティという愛妻がいた。その妻から６人の子息、ヴァトゥサラ王にはスヴァルヴィーティという愛妻がいた。その妻から６人の子息、ヴァトゥサラ王にはスヴァルヴィーティという愛妻がいた。その妻から６人の子息、ヴァトゥサラ王にはスヴァルヴィーティという愛妻がいた。その妻から６人の子息、

すなわちプシュパールナ、ティグマケートゥ、イシャ、ウールジャ、ヴァス、ジャヤがすなわちプシュパールナ、ティグマケートゥ、イシャ、ウールジャ、ヴァス、ジャヤがすなわちプシュパールナ、ティグマケートゥ、イシャ、ウールジャ、ヴァス、ジャヤがすなわちプシュパールナ、ティグマケートゥ、イシャ、ウールジャ、ヴァス、ジャヤが

誕生した。誕生した。誕生した。誕生した。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 

ヴァトゥサラの妻はここでiñöä（イシュター）、「崇拝できる」ということばで描写されてい

ます。言いかえると、ヴァトゥサラの妻はすばらしい質をすべてそなえていたということで

す。自分の夫に対していつも誠実にふるまい、従順で、愛情をそそいでいました。家事をこ

なすための優れた質をすべてそなえていたのです。夫と妻がそのようなすばらしい気質にめ

ぐまれ、心穏やかにともに暮らすことができれば、優れた子どもが誕生し、こうして家族生

活全体が幸福で繁栄に包まれたものになります。 

 

第１３節第１３節第１３節第１３節 
 

PauZPaa<aRSYa Pa[>aa >aaYaaR daeza c Üe b>aUvTau" ) 
Pa[aTaMaRDYaiNdNa& SaaYaiMaiTa ùaSaNa( Pa[>aaSauTaa"  )) 13 )) 

 
プシュパールナッシャ プラバハー バハーリャー 
puñpärëasya prabhä bhäryä 

 
ドーシャー チャ ドゥヴェー バブフーヴァトゥフ 
doñä ca dve babhüvatuù 

 
プラータル マデヒャンディナンム サーヤンム 
prätar madhyandinaà säyam 

 
イティ ヒ アーサン プラバハー・スターハ 
iti hy äsan prabhä-sutäù 
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puñpärëasya—プシュパールナの; prabhä—プラバー; bhäryä—妻; doñä—ドーシャー; 

ca—もまた; dve—２; babhüvatuù—だった; prätaù—プラータル; madhyandinam—マデ

ャンディナンム ; säyam—サーヤンム ; iti—このように ; hi—確かに ; äsan—だった ; 

prabhä-sutäù—プラバーの子息たち。 
 

プシュパールナには２人の妻、プラバーとドーシャーがいた。プラバーには３人の子プシュパールナには２人の妻、プラバーとドーシャーがいた。プラバーには３人の子プシュパールナには２人の妻、プラバーとドーシャーがいた。プラバーには３人の子プシュパールナには２人の妻、プラバーとドーシャーがいた。プラバーには３人の子

息、プラータル、マデャンディナン息、プラータル、マデャンディナン息、プラータル、マデャンディナン息、プラータル、マデャンディナンムムムム、サーヤン、サーヤン、サーヤン、サーヤンムムムムがいた。がいた。がいた。がいた。 

 

第１４節第１４節第１４節第１４節 
 

Pa[daezae iNaiXaQaae VYauí wiTa daezaSauTaañYa" ) 
VYauí" SauTa& PauZk-ir<Yaa& SavRTaeJaSaMaadDae   )) 14 )) 

 
プラドーショー ニシトホー ヴュシュタ 
pradoño niçitho vyuñöa 

 
イティ ドーシャー・スタース トゥラヤハ 
iti doñä-sutäs trayaù 

 
ヴュシュタハ スタンム プシュカリニャーンム 
vyuñöaù sutaà puñkariëyäà 

 
サルヴァテージャサンム アーダデヘー 
sarvatejasam ädadhe 

 

pradoñaù—プラドーシャ; niçithaù—ニシタハ; vyuñöaù—ヴュシュタ; iti—このように; 

doñä—ドーシャーの; sutäù—子息たち; trayaù—３; vyuñöaù—ヴュシュタ; sutam—子息; 

puñkariëyäm—プシュカリニーに; sarva-tejasam—サルヴァテージャー（あらゆる力を持

つ）という名前の; ädadhe—もうけた。 
 

ドーシャーには３人の子息、プラドーシャ、ニシタドーシャーには３人の子息、プラドーシャ、ニシタドーシャーには３人の子息、プラドーシャ、ニシタドーシャーには３人の子息、プラドーシャ、ニシタハハハハ、ヴュシュタがいた。ヴュシュタ、ヴュシュタがいた。ヴュシュタ、ヴュシュタがいた。ヴュシュタ、ヴュシュタがいた。ヴュシュタ

の妻をプシュカリニーといい、ひじょうに力強いの妻をプシュカリニーといい、ひじょうに力強いの妻をプシュカリニーといい、ひじょうに力強いの妻をプシュカリニーといい、ひじょうに力強いサルヴァテージャーという名の子息をサルヴァテージャーという名の子息をサルヴァテージャーという名の子息をサルヴァテージャーという名の子息を

産んだ。産んだ。産んだ。産んだ。 

 

第１５−１６節第１５−１６節第１５−１６節第１５−１６節 
 

Sa c+au" SauTaMaakU-TYaa& PaTNYaa& MaNauMavaPa h ) 
MaNaaerSaUTa Maihzq ivrJaaàÍl/a SauTaaNa(   )) 15 )) 
Pauå& ku-TSa& i}aTa& Û uMan& SaTYavNTaMa*Ta& v]TaMa(  ) 
AiGaníaeMaMaTaqra}a& Pa[Û uMan& iXaibMauLMauk-Ma(   )) 16 )) 
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サ チャクシュフ スタンム アークーテャーンム 
sa cakñuù sutam äkütyäà 

 
パトゥニャーンム マヌンム アヴァーパ ハ 
patnyäà manum aväpa ha 

 
マノール アスータ マヒシー 
manor asüta mahiñé 

 
ヴィラジャーン ナドゥヴァラー スターン 
virajän naòvalä sutän 

 
 

プルンム クトゥサンム トゥリタンム デュムナンム 
puruà kutsaà tritaà dyumnaà 

 
サテャヴァンタンム リタンム ヴラタンム 
satyavantam åtaà vratam 

 
アグニシュトーマンム アティーラートゥランム 
agniñöomam atérätraà 

 
プラデュムナンム シビンム ウルムカンム 
pradyumnaà çibim ulmukam 

 

saù—彼（サルヴァテージャー）; cakñuù—チャクシュフという名前の; sutam—子息; 

äkütyäm—アークーティに; patnyäm—妻; manum—チャークシュシャ・マヌ; aväpa—得

た; ha—実際に; manoù—マヌの; asüta—〜を産んだ; mahiñé—女王; virajän—激情のない; 

naòvalä—ナドゥヴァラー; sutän—子息達; purum—プル; kutsam—クトゥサ; tritam—ト

ゥリタ; dyumnam—デュムナ; satyavantam—サテャヴァーン; åtam—リタ; vratam—ヴラ

タ; agniñöomam—アグニシュトーマ; atérätram—アティーラートゥラ; pradyumnam—プ

ラデュムナ; çibim—シビ; ulmukam—ウルムカ。 
 

サルヴァテージャーの妻アークーティはチャークシュシャという名の子息をサルヴァテージャーの妻アークーティはチャークシュシャという名の子息をサルヴァテージャーの妻アークーティはチャークシュシャという名の子息をサルヴァテージャーの妻アークーティはチャークシュシャという名の子息をもうけ、もうけ、もうけ、もうけ、

その子がマヌの創造期の最後に６番目のマヌとなった。チャークシュシャ・マヌの妻ナその子がマヌの創造期の最後に６番目のマヌとなった。チャークシュシャ・マヌの妻ナその子がマヌの創造期の最後に６番目のマヌとなった。チャークシュシャ・マヌの妻ナその子がマヌの創造期の最後に６番目のマヌとなった。チャークシュシャ・マヌの妻ナ

ドゥヴァラーは、プル、クトゥサ、トゥリタ、デュムナ、サテャヴァーン、リタ、ヴラドゥヴァラーは、プル、クトゥサ、トゥリタ、デュムナ、サテャヴァーン、リタ、ヴラドゥヴァラーは、プル、クトゥサ、トゥリタ、デュムナ、サテャヴァーン、リタ、ヴラドゥヴァラーは、プル、クトゥサ、トゥリタ、デュムナ、サテャヴァーン、リタ、ヴラ

タ、アグニシュトーマ、アティーラートゥラ、プラデュムナ、シビ、ウルムカといった、タ、アグニシュトーマ、アティーラートゥラ、プラデュムナ、シビ、ウルムカといった、タ、アグニシュトーマ、アティーラートゥラ、プラデュムナ、シビ、ウルムカといった、タ、アグニシュトーマ、アティーラートゥラ、プラデュムナ、シビ、ウルムカといった、

申し分のない子息たちを産んだ。申し分のない子息たちを産んだ。申し分のない子息たちを産んだ。申し分のない子息たちを産んだ。 

 

第１７節第１７節第１７節第１７節 
 

oLMauk-ae_JaNaYaTPau}aaNPauZk-ir<Yaa& z@utaMaaNa( ) 
A(r)& SauMaNaSa& :YaaiTa& §-TauMai(r)rSa& GaYaMa(  )) 17 )) 
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ウルムコー ジャナヤトゥ プトゥラーン 
ulmuko 'janayat puträn 

 
プシュカリニャーンム シャドゥ ウッタマーン 
puñkariëyäà ñaò uttamän 

 
アンガンム スマナサンム キャーティンム 
aìgaà sumanasaà khyätià 

 
クラトゥンム アンギラサンム ガヤンム 
kratum aìgirasaà gayam 

 

ulmukaù—ウルムカ; ajanayat—もうけた; puträn—子息達; puñkariëyäm—彼の妻のプシュ

カリニーに; ñaö—６; uttamän—非常に優れた; aìgam—アンガ; sumanasam—スマナー; 

khyätim—キャーティ; kratum—クラトゥ; aìgirasam—アンギラー; gayam—ガヤ。 
 

12人の子息のひとりウルムカは、妻のプシュカリニーとのあいだに６人の子息をもう人の子息のひとりウルムカは、妻のプシュカリニーとのあいだに６人の子息をもう人の子息のひとりウルムカは、妻のプシュカリニーとのあいだに６人の子息をもう人の子息のひとりウルムカは、妻のプシュカリニーとのあいだに６人の子息をもう

けた。どれもすばらしい子息であり、その名前はアンガ、スマナー、キャーティ、クラけた。どれもすばらしい子息であり、その名前はアンガ、スマナー、キャーティ、クラけた。どれもすばらしい子息であり、その名前はアンガ、スマナー、キャーティ、クラけた。どれもすばらしい子息であり、その名前はアンガ、スマナー、キャーティ、クラ

トゥ、アンギラー、ガヤである。トゥ、アンギラー、ガヤである。トゥ、アンギラー、ガヤである。トゥ、アンギラー、ガヤである。 

 

第１８節第１８節第１８節第１８節 
 

SauNaqQaa(r)SYa Yaa PaÒq Sauzuve veNaMauLb<aMa(     ) 
YaÕaE"XaqLYaaTSa raJaizRiNaRivR<<aae iNarGaaTPauraTa( )) 18 )) 

 
スニータハーンガッシャ ヤー パトゥニー 
sunéthäìgasya yä patné 

 
スシュヴェー ヴェーナンム ウルバナンム 
suñuve venam ulbaëam 

 
ヤドゥ・ダウフシーリャートゥ サ ラージャルシル 
yad-dauùçélyät sa räjarñir 

 
ニルヴィンノー ニラガートゥ プラートゥ 
nirviëëo niragät purät 

 
sunéthä—スニーター; aìgasya—アンガの; yä—〜である彼女; patné—妻; suñuve—〜を

産んだ; venam—ヴェーナ; ulbaëam—心が非常に歪んだ; yat—〜である者; dauùçélyät—

邪悪な性格のために; saù—彼; räja-åñiù—神聖なアンガ王; nirviëëaù—非常に落胆して; 

niragät—出ていった; purät—家から。 
 

アンガの妻スニーターはヴェーナという子息をもうけたが、ひじょうに歪んだ心をもアンガの妻スニーターはヴェーナという子息をもうけたが、ひじょうに歪んだ心をもアンガの妻スニーターはヴェーナという子息をもうけたが、ひじょうに歪んだ心をもアンガの妻スニーターはヴェーナという子息をもうけたが、ひじょうに歪んだ心をも

っていた子である。神聖な気質をもつアンガ王は、このヴっていた子である。神聖な気質をもつアンガ王は、このヴっていた子である。神聖な気質をもつアンガ王は、このヴっていた子である。神聖な気質をもつアンガ王は、このヴェーナの邪悪な性格に落胆し、ェーナの邪悪な性格に落胆し、ェーナの邪悪な性格に落胆し、ェーナの邪悪な性格に落胆し、

王国を捨てて森に入っていった。王国を捨てて森に入っていった。王国を捨てて森に入っていった。王国を捨てて森に入っていった。 
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第１９−２０節第１９−２０節第１９−２０節第１９−２０節 
 

YaMa(r) XaePau" ku-iPaTaa vaGvJa]a MauNaYa" ik-l/    ) 
GaTaaSaaeSTaSYa >aUYaSTae MaMaNQaudRi+a<a& k-rMa(        )) 19 )) 
AraJake- Tada l/aeke- dSYaui>a" Paqi@Taa" Pa[Jaa" ) 
JaaTaae NaaraYa<aa&XaeNa Pa*QauraÛ" i+aTaqìr"       )) 20 )) 

 
ヤンム アンガ シェープフ クピター 
yam aìga çepuù kupitä 

 
ヴァーグ・ヴァジラー ムナヤハ キラ 
väg-vajrä munayaù kila 

 
ガターソース タッシャ ブフーヤス テー 
gatäsos tasya bhüyas te 

 
ママントフゥル ダクシナンム カランム 
mamanthur dakñiëaà karam 

 
 

アラージャケー タダー ローケー 
aräjake tadä loke 

 
ダッシュビヒヒ ピーディターハ プラジャーハ 
dasyubhiù péòitäù prajäù 

 
ジャートー ナーラーヤナーンムシェーナ 
jäto näräyaëäàçena 

 
プリトフゥル アーデャハ クシティーシュヴァラハ 
påthur ädyaù kñitéçvaraù 

 

yam—〜である彼を（ヴェーナ）; aìga—ヴィドゥラよ; çepuù—彼らは呪った; kupitäù—

怒って; väk-vajräù—〜の言葉は雷のように強い; munayaù—偉大な聖者達; kila—実際に; 

gata-asoù tasya—彼が死んだ後; bhüyaù—さらに; te—彼ら; mamanthuù—掻き混ぜた; 

dakñiëam—右 ; karam—手 ; aräjake—王がいないことで ; tadä—その時 ; loke—世界 ; 

dasyubhiù—無法者や盗賊によって; péòitäù—苦しんでいる; prajäù—全市⺠; jätaù—降誕

した; näräyaëa—最高人格主神の; aàçena—部分的代表者によって; påthuù—プリトゥ; 

ädyaù—根源の; kñiti-éçvaraù—世界の支配者。 
 

ヴィドゥラよ。偉大な聖者たちが呪うとき、そのヴィドゥラよ。偉大な聖者たちが呪うとき、そのヴィドゥラよ。偉大な聖者たちが呪うとき、そのヴィドゥラよ。偉大な聖者たちが呪うとき、そのことばには雷ほどの絶大な威力がこことばには雷ほどの絶大な威力がこことばには雷ほどの絶大な威力がこことばには雷ほどの絶大な威力がこ

められている。かれらが怒りをこめてヴェーナ王を呪うと、王は死亡した。その死後、められている。かれらが怒りをこめてヴェーナ王を呪うと、王は死亡した。その死後、められている。かれらが怒りをこめてヴェーナ王を呪うと、王は死亡した。その死後、められている。かれらが怒りをこめてヴェーナ王を呪うと、王は死亡した。その死後、

国王不在の状態になった国内にはあらゆる無法者や盗賊たちがはびこり、世は無政府状国王不在の状態になった国内にはあらゆる無法者や盗賊たちがはびこり、世は無政府状国王不在の状態になった国内にはあらゆる無法者や盗賊たちがはびこり、世は無政府状国王不在の状態になった国内にはあらゆる無法者や盗賊たちがはびこり、世は無政府状

態におちいった。その結果として苦しんだのは市⺠たちである。この様子を見ていた偉態におちいった。その結果として苦しんだのは市⺠たちである。この様子を見ていた偉態におちいった。その結果として苦しんだのは市⺠たちである。この様子を見ていた偉態におちいった。その結果として苦しんだのは市⺠たちである。この様子を見ていた偉
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大な聖者たちは、ヴェーナの右手を切りおとして撹拌大な聖者たちは、ヴェーナの右手を切りおとして撹拌大な聖者たちは、ヴェーナの右手を切りおとして撹拌大な聖者たちは、ヴェーナの右手を切りおとして撹拌（かくはん）（かくはん）（かくはん）（かくはん）棒として使い、その結果、棒として使い、その結果、棒として使い、その結果、棒として使い、その結果、

主ヴィシュヌが部分的化身として降誕し、世界の根源の皇帝であるプリトゥ王となった。主ヴィシュヌが部分的化身として降誕し、世界の根源の皇帝であるプリトゥ王となった。主ヴィシュヌが部分的化身として降誕し、世界の根源の皇帝であるプリトゥ王となった。主ヴィシュヌが部分的化身として降誕し、世界の根源の皇帝であるプリトゥ王となった。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 

君主制は⺠主制よりも優れています。それは、ひじょうに堅固な君主制が整っていれば、

国内の規定原則はきわめて巧みに維持されるからです。100年前でさえ、インドのカシミー

ル州の国王の力は絶大で、泥棒が逮捕されて国王のまえに引きだされると、国王はすぐその

場で泥棒の両手を切り落としていました。この厳しい処罰のため、国内にはほとんど窃盗犯

罪が起こりませんでした。だれかが道路に忘れ物をしても、だれも触れようとはしませんで

した。所有者以外は移動できない、という規則があったからです。いわゆる⺠主主義という

社会では、窃盗事件が発生すると警察官が来てその事件を記録するものの、ほとんどの場合

窃盗犯はつかまりませんし、その犯人に対する罰もくだされません。このような無力な政府

ゆえに、泥棒や詐欺師が全世界にはびこっています。 

 

第２１節第２１節第２１節第２１節 
 

ivdur ovac 
TaSYa Xaql/iNaDae" SaaDaaeb]Rø<YaSYa MahaTMaNa" ) 
raj" k-QaMa>aUÕuía Pa[Jaa YaiÜMaNaa YaYaaE    )) 21 )) 

 
ヴィドゥラ ウヴァーチャ 
vidura uväca 

 
タッシャ シーラ・ニデヘーヘ サードホール 
tasya çéla-nidheù sädhor 

 
ブラフマニャッシャ マハートゥマナハ 
brahmaëyasya mahätmanaù 

 
ラーギャハ カタハンム アブフードゥ ドゥシュター 
räjïaù katham abhüd duñöä 

 
プラジャー ヤドゥ ヴィマナー ヤヤウ 
prajä yad vimanä yayau 

 

viduraù uväca—ヴィドゥラが言った; tasya—彼（アンガ）の; çéla-nidheù—素晴らしい気質

の源; sädhoù—神聖な人物; brahmaëyasya—ブラーフマナ文化を愛する人物; mahätmanaù—

偉大な魂; räjïaù—王の; katham—なぜ; abhüt—そうだった; duñöä—悪い; prajä—子息; yat—

それによって; vimanäù—無関心であること; yayau—彼は去った。 
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ヴィドゥラが聖者マイトゥレーヤに尋ねる。「気高いブラーフマナよ。アンガ王はひヴィドゥラが聖者マイトゥレーヤに尋ねる。「気高いブラーフマナよ。アンガ王はひヴィドゥラが聖者マイトゥレーヤに尋ねる。「気高いブラーフマナよ。アンガ王はひヴィドゥラが聖者マイトゥレーヤに尋ねる。「気高いブラーフマナよ。アンガ王はひ

じょうに優れた人物です。高貴で神聖な気質にめぐまれ、ブラーフマナの文化を崇敬しじょうに優れた人物です。高貴で神聖な気質にめぐまれ、ブラーフマナの文化を崇敬しじょうに優れた人物です。高貴で神聖な気質にめぐまれ、ブラーフマナの文化を崇敬しじょうに優れた人物です。高貴で神聖な気質にめぐまれ、ブラーフマナの文化を崇敬し

ていました。そのような偉大な魂にヴェーナのような劣悪な子息がさずかり、またそのていました。そのような偉大な魂にヴェーナのような劣悪な子息がさずかり、またそのていました。そのような偉大な魂にヴェーナのような劣悪な子息がさずかり、またそのていました。そのような偉大な魂にヴェーナのような劣悪な子息がさずかり、またその

ために自分の王国に無頓着になって森に去っていく、とはために自分の王国に無頓着になって森に去っていく、とはために自分の王国に無頓着になって森に去っていく、とはために自分の王国に無頓着になって森に去っていく、とはいったいどういうことなのでいったいどういうことなのでいったいどういうことなのでいったいどういうことなので

しょうか」しょうか」しょうか」しょうか」 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 

家族生活を営む人物は、父親、⺟親、妻、子どもたちに囲まれて幸福な生活が送れるはず

なのですが、ときには、その父親、⺟親、子ども、あるいは妻が自分の敵になるという状況

になることがあります。チャーナキャ・パンディタが言っているように、多額の借金をかか

える父親が敵になり、再婚する⺟親が敵になり、あまりにも美しい妻が敵になり、愚かな悪

人の息子が敵になります。家族の一員が敵になると、家族生活を営んだり、世帯者としての

生活に困難が生じたりします。そのような状況は物質界では起こりうることです。ですから、

ヴェーダ文化では50歳になったら家族から離れることが勧められていますが、そうするこ

とで残りの人生においてクリシュナ意識を求める生活に没頭できるからです。 

 

第２２節第２２節第２２節第２２節 
 

ik&- va&hae veNa oiÕXYa b]ød<@MaYaUYauJaNa( ) 
d<@v]TaDare raij MauNaYaae DaMaRk-aeivda"    )) 22 )) 

 
キンム ヴァーンムホー ヴェーナ ウッディッシャ 
kià väàho vena uddiçya 

 
ブラフマ・ダンダンム アユーユジャン 
brahma-daëòam ayüyujan 

 
ダンダ・ヴラタ・ダハレー ラーギ 
daëòa-vrata-dhare räjïi 

 
ムナヨー ダハルマ・コーヴィダーハ 
munayo dharma-kovidäù 

 

kim—なぜ; vä—もまた; aàhaù—罪な活動; vene—ヴェーナに対して; uddiçya—見てい

る ; brahma-daëòam—ブラーフマナの呪い; ayüyujan—彼らは与えることを望んだ ; 

daëòa-vrata-dhare—刑罰の鞭（むち）を持つ者; räjïi—王に; munayaù—偉大な聖者たち; 

dharma-kovidäù—宗教原則に完全に精通している。 
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ヴィドゥラがさらに尋ねた。「宗教原則をすべて知りつくしている偉大な聖者たちが、ヴィドゥラがさらに尋ねた。「宗教原則をすべて知りつくしている偉大な聖者たちが、ヴィドゥラがさらに尋ねた。「宗教原則をすべて知りつくしている偉大な聖者たちが、ヴィドゥラがさらに尋ねた。「宗教原則をすべて知りつくしている偉大な聖者たちが、

刑罰の鞭を持つ人物そのものであるヴェーナ王を呪うことで、最大の罰（刑罰の鞭を持つ人物そのものであるヴェーナ王を呪うことで、最大の罰（刑罰の鞭を持つ人物そのものであるヴェーナ王を呪うことで、最大の罰（刑罰の鞭を持つ人物そのものであるヴェーナ王を呪うことで、最大の罰（brahma-çäpa・・・・

ブラフマ・シャーパ）を科すことを望むとは、どのような理由があったのでしょうか」ブラフマ・シャーパ）を科すことを望むとは、どのような理由があったのでしょうか」ブラフマ・シャーパ）を科すことを望むとは、どのような理由があったのでしょうか」ブラフマ・シャーパ）を科すことを望むとは、どのような理由があったのでしょうか」 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 

王はだれをも罰することができる、とされていますが、この場合、偉大な聖者が王を罰し

たことになっています。王がなにか重大な過失を犯したはずです。でなければ、もっとも偉

大で忍耐強いとされる偉大な聖者たちが、高尚な宗教上の意識を持つにかかわらず、王を罰

したのですから。この出来事から察することができるのは、王はブラーフマナ文化を超える

ことはできない、ということです。王の上にはブラーフマナによる支配があり、必要とあら

ば、ブラーフマナは王を王座から降ろし、あるいは殺すこともできます。しかも、武器は一

切使わず、ブラフマ・シャーパ（brahma-çäpa）というマントラを使って。呪いをかけるだ

けで相手はすぐに死ぬという、ブラーフマナたちにはそのような力があったのです。 

 

第２３節第２３節第２３節第２３節 
 

NaavDYaeYa" Pa[JaaPaal/" Pa[Jaai>argavaNaiPa    ) 
YadSaaE l/aek-Paal/aNaa& ib>aTYaaeRJa" SvTaeJaSaa )) 23 )) 

 
ナーヴァデェーヤハ プラジャー・パーラハ 
nävadhyeyaù prajä-pälaù 

 
プラジャービヒル アガハヴァーン アピ 
prajäbhir aghavän api 

 
ヤドゥ アサウ ローカ・パーラーナーンム 
yad asau loka-pälänäà 

 
ビバハルティ オージャハ スヴァ・テージャサー 
bibharty ojaù sva-tejasä 

 

na—けっしてない; avadhyeyaù—冒涜されること; prajä-pälaù—王; prajäbhiù—市⺠達

によって; aghavän—決して罪深くない; api—〜ではあるけれども; yat—なぜなら; asau—

彼; loka-pälänäm—多くの王の; bibharti—維持する; ojaù—力; sva-tejasä—個人の力によ

って。 
 

国の市⺠はだれであっても、国王がひじょうに罪国の市⺠はだれであっても、国王がひじょうに罪国の市⺠はだれであっても、国王がひじょうに罪国の市⺠はだれであっても、国王がひじょうに罪な人物に見えることがあっても、決な人物に見えることがあっても、決な人物に見えることがあっても、決な人物に見えることがあっても、決

して冒涜してはなりません。王は多大な力をそなえているために、他の一切の支配者よして冒涜してはなりません。王は多大な力をそなえているために、他の一切の支配者よして冒涜してはなりません。王は多大な力をそなえているために、他の一切の支配者よして冒涜してはなりません。王は多大な力をそなえているために、他の一切の支配者よ

りも強い影響力を持っています。りも強い影響力を持っています。りも強い影響力を持っています。りも強い影響力を持っています。 
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要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 

ヴェーダ文化では、王は最高人格主神の代表者とされています。王はナラ・ナーラーヤナ

（nara-näräyaëa）ということばで表現されますが、それは人間社会に王として現われた

最高人格主神ナーラーヤナを指しています。市⺠は、ブラーフマナやクシャトリヤの王を決

して冒涜しないという礼節を守らなくてはなりません。たとえ王が罪な人間に思えても市⺠

はその王を侮辱してはならないのです。しかしヴェーナ王はナラ・デーヴァター

（nara-devatä）たちに呪われています。ですから、ヴェーナ王はそれほどの重大な罪を犯

した、と結論できます。 

 

第２４節第２４節第２４節第２４節 
 

WTada:Yaaih Mae b]øNa( SauNaqQaaTMaJaceiíTaMa( ) 
é[ÕDaaNaaYa >a¢-aYa Tv& ParavrivtaMa"      )) 24 )) 

 
エータドゥ アーキャーヒ メー ブラフマン 
etad äkhyähi me brahman 

 
スニータハートゥマジャ・チェーシュティタンム 
sunéthätmaja-ceñöitam 

 
シュラッダダハーナーヤ バハクターヤ 
çraddadhänäya bhaktäya 

 
トゥヴァンム パラーヴァラ・ヴィッタマハ 
tvaà parävara-vittamaù 

 

etat—これらすべて; äkhyähi—どうか説明してください; me—私に; brahman—偉大な

ブラーフマナよ; sunéthä-ätmaja—スニーターの子息、ヴェーナの ; ceñöitam—活動 ; 

çraddadhänäya—誠実な; bhaktäya—あなたの献愛者に; tvam—あなた; para-avara—過

去と未来; vit-tamaù—精通した。 
 

ヴィドゥラがマイトゥレーヤに願う。「ブラーフマナよ。あなた様は、過去であろうヴィドゥラがマイトゥレーヤに願う。「ブラーフマナよ。あなた様は、過去であろうヴィドゥラがマイトゥレーヤに願う。「ブラーフマナよ。あなた様は、過去であろうヴィドゥラがマイトゥレーヤに願う。「ブラーフマナよ。あなた様は、過去であろう

と未来であろうと、あらゆる主題について精通されています。ですから私は、ヴェーナと未来であろうと、あらゆる主題について精通されています。ですから私は、ヴェーナと未来であろうと、あらゆる主題について精通されています。ですから私は、ヴェーナと未来であろうと、あらゆる主題について精通されています。ですから私は、ヴェーナ

王がしたことをすべて知りたいと思っています。私はあなた様に服従した献愛者です。王がしたことをすべて知りたいと思っています。私はあなた様に服従した献愛者です。王がしたことをすべて知りたいと思っています。私はあなた様に服従した献愛者です。王がしたことをすべて知りたいと思っています。私はあなた様に服従した献愛者です。

どうか、このことについてご説明ください」どうか、このことについてご説明ください」どうか、このことについてご説明ください」どうか、このことについてご説明ください」 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 

ヴィドゥラはマイトゥレーヤを精神指導者として受けいれました。弟子はいつも精神指導

者に尋ね、精神指導者が答えますが、それは弟子が穏やかな気質と熱意をそなえている場合



21 

 

にかぎります。シュリーラ・ヴィシュヴァナータ・チャクラヴァルティー・タークラは、精

神指導者の慈悲によって弟子は至高主の慈悲で祝福される、と言いました。精神指導者は、

弟子が従順で熱心な気持ちをそなえていなければ、超越的科学に関するすべての秘訣をしめ

そうとはしません。『バガヴァッド・ギーター』で述べられているように、精神指導者から

知識をさずかる方法には、従順さ、質問、奉仕が欠かせません。 

 

第２５節第２５節第２５節第２５節 

 
MaE}aeYa ovac 

A(r)ae_ìMaeDa& raJaizRraJahar Maha§-TauMa(   ) 
NaaJaGMaudeRvTaaSTaiSMaàahUTaa b]øvaidi>a" )) 25 )) 

 
マイトゥレーヤ ウヴァーチャ 
maitreya uväca 

 
アンゴー シュヴァメーダハンム ラージャルシル 
aìgo 'çvamedhaà räjarñir 

 
アージャハーラ マハー・クラトゥンム 
äjahära mahä-kratum 

 
ナージャグムル デーヴァタース タスミンー 
näjagmur devatäs tasminn 

 
アーフーター ブラフマ・ヴァーディビヒヒ 
ähütä brahma-vädibhiù 

 

maitreyaù uväca—マイトゥレーヤが答えた; aìgaù—アンガ王; açvamedham—アシュヴァ

メーダの儀式; räja-åñiù—神聖な王; äjahära—実行した; mahä-kratum—盛大な儀式; na—で

はない; äjagmuù—来た; devatäù—半神たち; tasmin—その儀式において; ähütäù—招待され

て; brahma-vädibhiù—儀式の執行に熟達したブラーフマナ達。 
 

シュリー・シュリー・シュリー・シュリー・マイトゥレーヤが答えた。「ヴィドゥラよ。あるとき、偉大なアンガ王がマイトゥレーヤが答えた。「ヴィドゥラよ。あるとき、偉大なアンガ王がマイトゥレーヤが答えた。「ヴィドゥラよ。あるとき、偉大なアンガ王がマイトゥレーヤが答えた。「ヴィドゥラよ。あるとき、偉大なアンガ王が

アシュヴァメーダという盛大な儀式の執行を計画した。列席した博学なブラーフマナたアシュヴァメーダという盛大な儀式の執行を計画した。列席した博学なブラーフマナたアシュヴァメーダという盛大な儀式の執行を計画した。列席した博学なブラーフマナたアシュヴァメーダという盛大な儀式の執行を計画した。列席した博学なブラーフマナた

ちは半神たちを招く方法を熟知していたが、かれらの努力にかかわらず、半神のだれひちは半神たちを招く方法を熟知していたが、かれらの努力にかかわらず、半神のだれひちは半神たちを招く方法を熟知していたが、かれらの努力にかかわらず、半神のだれひちは半神たちを招く方法を熟知していたが、かれらの努力にかかわらず、半神のだれひ

とりとして参加も、そしてその儀式に現われもしなかった」とりとして参加も、そしてその儀式に現われもしなかった」とりとして参加も、そしてその儀式に現われもしなかった」とりとして参加も、そしてその儀式に現われもしなかった」 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 

ヴェーダの儀式はありふれた行動ではありません。半神たちはそのような儀式によく参加
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し、儀式でささげられた動物たちは甦って次の新しい生涯をさずかっていました。しかしこ

のカリ・ユガになると、半神を招いたり、動物に新しい命をさずけたりするような力を持つ

ブラーフマナはいなくなりました。以前、ヴェーダ・マントラに精通していたブラーフマナ

はマントラの威力をしめすことができたのですが、現代では、その質をそなえたブラーフマ

ナがいないために、儀式の執行は禁じられています。馬がいけにえとしてささげられる儀式

をアシュヴァメーダといいます。ときには牛がささげられる儀式（gavälambha・ガヴァー

ランバ）がおこなわれますが、それは食べるのが目的ではなく、マントラの威力をしめして

動物に新しい命をさずけるためになされていました。ですから、現代では、唯一実践的なヤ

ギャがサンキールタナ・ヤギャ、すなわちハレー・クリシュナ・マントラを１日24時間唱え

る方法が勧められています。 

 

第２６節第２６節第２６節第２６節 
 

TaMaUcuivRiSMaTaaSTa}a YaJaMaaNaMaQaiTvRJa"   ) 
hvq„&iz hUYaMaaNaaiNa Na Tae Ga*õiNTa devTaa" )) 26 )) 

 
タンム ウーチュル ヴィスミタース タトゥラ 
tam ücur vismitäs tatra 

 
ヤジャマーナンム アタハルトゥヴィジャハ 
yajamänam athartvijaù 

 
ハヴィーンムシ フーヤマーナーニ 
havéàñi hüyamänäni 

 
ナ テー グリフナンティ デーヴァターハ 
na te gåhëanti devatäù 

 
tam—アンガ王に; ücuù—言った; vismitäù—驚いて; tatra—そこで; yajamänam—儀式

の 指 示 者 に ; atha— そ の 時 ; åtvijaù— 僧 侶 達 ; havéàñi— 純 粋 な バ タ ー の 捧 げ 物 ; 

hüyamänäni—捧げられて; na—でない; te—彼ら; gåhëanti—受けいれる; devatäù—半神

たち。 
 

儀式を執行していた僧侶たちがアンガ王に尋ねた。「王よ。我々は浄化されたバター儀式を執行していた僧侶たちがアンガ王に尋ねた。「王よ。我々は浄化されたバター儀式を執行していた僧侶たちがアンガ王に尋ねた。「王よ。我々は浄化されたバター儀式を執行していた僧侶たちがアンガ王に尋ねた。「王よ。我々は浄化されたバター

を適切に儀式にささげている。しかし、これほどの努力にもかかわらず、半神たちはそを適切に儀式にささげている。しかし、これほどの努力にもかかわらず、半神たちはそを適切に儀式にささげている。しかし、これほどの努力にもかかわらず、半神たちはそを適切に儀式にささげている。しかし、これほどの努力にもかかわらず、半神たちはそ

れを受けいれようとしない」れを受けいれようとしない」れを受けいれようとしない」れを受けいれようとしない」 

 

第２７節第２７節第２７節第２７節 
 

raJaNa( hvq„&ZYaduíaiNa é[ÖYaaSaaidTaaiNa Tae ) 
^Nda&SYaYaaTaYaaMaaiNa YaaeiJaTaaiNa Da*Tav]TaE"  )) 27 )) 



23 

 

ラージャン ハヴィーンムシ アドゥシュターニ 
räjan havéàñy aduñöäni 

 
シュラッダハヤーサーディターニ テー 
çraddhayäsäditäni te 

 
チャンダーンムシ アヤータ・ヤーマーニ 
chandäàsy ayäta-yämäni 

 
ヨージターニ ドフゥリタ・ヴラタイヒ 
yojitäni dhåta-vrataiù 

 

räjan—王よ; havéàñi—儀式での捧げ物; aduñöäni—穢れていない; çraddhayä—強い信

念 と 十 分 な 配 慮 で ; äsäditäni— 集 め ら れ た ; te— あ な た ; chandäàsi— マ ン ト ラ ; 

ayäta-yämäni—不完全ではない; yojitäni—適切に実施されて; dhåta-vrataiù—十分な資質

をそなえたブラーフマナ達によって。 
 

王よ。我々は、儀式の執行に必要な物事すべてがあなたの強い信念と十分な配慮のも王よ。我々は、儀式の執行に必要な物事すべてがあなたの強い信念と十分な配慮のも王よ。我々は、儀式の執行に必要な物事すべてがあなたの強い信念と十分な配慮のも王よ。我々は、儀式の執行に必要な物事すべてがあなたの強い信念と十分な配慮のも

とで適切に集められ、また穢されていないことをよく知っている。我々のヴェーダ聖歌とで適切に集められ、また穢されていないことをよく知っている。我々のヴェーダ聖歌とで適切に集められ、また穢されていないことをよく知っている。我々のヴェーダ聖歌とで適切に集められ、また穢されていないことをよく知っている。我々のヴェーダ聖歌

の吟唱もどこをとっても不完全な部分はなく、ここにいるブラーフマナや僧侶たちも熟の吟唱もどこをとっても不完全な部分はなく、ここにいるブラーフマナや僧侶たちも熟の吟唱もどこをとっても不完全な部分はなく、ここにいるブラーフマナや僧侶たちも熟の吟唱もどこをとっても不完全な部分はなく、ここにいるブラーフマナや僧侶たちも熟

達し、儀式を正しく執行している。達し、儀式を正しく執行している。達し、儀式を正しく執行している。達し、儀式を正しく執行している。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 

ブラーフマナは、ヴェーダのマントラを正しい発音で唱える科学に精通していなくてはな

りません。マントラとサンスクリット語のことばの組み合わせは、正しい発音で唱えなくて

はなりませんし、それができなければマントラの力は発揮されません。いっぽう、現代のブ

ラーフマナたちはサンスクリット語に精通していないし、ブラーフマナとしての純粋な生活

をしているわけではありません。しかし、ハレー・クリシュナ・マントラを唱えることで、

儀式の執行における最高の恩恵をさずかることができます。ハレー・クリシュナ・マントラ

が適切に唱えられなくても、そのことばには強い力がこめられており、唱える人はその効果

を得ることができるのです。 

 

第２８節第２８節第２８節第２８節 
 

Na ivdaMaeh devaNaa& hel/Na& vYaMa<viPa           ) 
Yaà Ga*õiNTa >aaGaaNa( SvaNa( Yae deva" k-MaRSaai+a<a" )) 28 )) 

 
ナ ヴィダーメーハ デーヴァナーンム 
na vidämeha devänäà 

 
ヘーラナンム ヴァヤンム アンヴ アピ 
helanaà vayam aëv api 
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ヤン ナ グリフナンティ バハーガーン スヴァーン 
yan na gåhëanti bhägän svän 

 
イェー デーヴァーハ カルマ・サークシナハ 
ye deväù karma-säkñiëaù 

 

na—ではない; vidäma—見ることができる; iha—この関連で; devänäm—半神たちの; 

helanam—冒涜、軽視; vayam—我々; aëu—ささいな; api—でさえ; yat—〜の理由で; na—

ではない; gåhëanti—受けいれる; bhägän—共有する; svän—自分自身の; ye—〜である者; 

deväù—半神たち; karma-säkñiëaù—儀式の目撃者たち。 
 

王よ。半神たち王よ。半神たち王よ。半神たち王よ。半神たちが冒涜されたり軽視されたりした理由は我々には見つからない。しかが冒涜されたり軽視されたりした理由は我々には見つからない。しかが冒涜されたり軽視されたりした理由は我々には見つからない。しかが冒涜されたり軽視されたりした理由は我々には見つからない。しか

し、儀式を目撃している半神たちは自分たちの共有物を受けいれようとしない。その理し、儀式を目撃している半神たちは自分たちの共有物を受けいれようとしない。その理し、儀式を目撃している半神たちは自分たちの共有物を受けいれようとしない。その理し、儀式を目撃している半神たちは自分たちの共有物を受けいれようとしない。その理

由が、我々にはわからない。由が、我々にはわからない。由が、我々にはわからない。由が、我々にはわからない。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 

この節には、僧侶たち側が半神を軽視すれば、半神たちは儀式の共有物を受けとらない、

ということがほのめかされています。同じように、献愛奉仕でもsevä-aparädha（セーヴァー・

アパラーダハ）という冒涜があります。寺院でラーダーとクリシュナの神像を崇拝している献

愛者は、そのような奉仕の冒涜を避けなくてはなりません。奉仕における冒涜については『献

身奉仕の甘露』のなかに説明されています。さも神像に奉仕をしているかのようにふるまっ

ても、セーヴァー・アパラーダに注意しなければ、ラーダー・クリシュナの神像はそのよう

な非献愛者の奉仕を受けいれるはずがありません。ですから、寺院で神像崇拝の奉仕をして

いる献愛者は、自分勝手な方法を編みだすのではなく、清潔さを保つという規定原則に厳格

に従わなくてはなりません。それができてこそ捧げ物は受けいれられるのです。 

 

第２９節第２９節第２９節第２９節 
 

MaE}aeYa ovac 
A(r)ae iÜJavc" é[uTva YaJaMaaNa" SauduMaRNaa" ) 
TaTPa[íu& VYaSa*JaÜac& SadSYaa&STadNaujYaa     )) 29 )) 

 
マイトゥレーヤ ウヴァーチャ 
maitreya uväca 

 
アンゴー ドゥヴィジャ・ヴァチャハ シュルトゥヴァー 
aìgo dvija-vacaù çrutvä 

 
ヤジャマーナハ スドゥルマナーハ 
yajamänaù sudurmanäù 
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タトゥ プラシュトゥンム ヴャスリジャドゥ ヴァーチャンム 
tat prañöuà vyasåjad väcaà 

 
サダッシャーンムス タドゥ・アヌギャヤー 
sadasyäàs tad-anujïayä 

 

maitreyaù uväca— 偉 大 な 聖 者 マ イ ト ゥ レ ー ヤ が 答 え た ; aìgaù— ア ン ガ 王 ; 

dvija-vacaù—そのブラーフマナ-たちの言葉; çrutvä—聞いたあと; yajamänaù—儀式の執

行者; sudurmanäù—心に深い悲しみを覚えて; tat—そのことについて; prañöum—尋ねる

ために; vyasåjat väcam—彼は話した; sadasyän—僧侶達に; tat—彼らの; anujïayä—許可

を得ること。 
 

マイトゥレーヤが説明した。「僧侶たちのことばを聞いたアンガ王はひじょうに困惑マイトゥレーヤが説明した。「僧侶たちのことばを聞いたアンガ王はひじょうに困惑マイトゥレーヤが説明した。「僧侶たちのことばを聞いたアンガ王はひじょうに困惑マイトゥレーヤが説明した。「僧侶たちのことばを聞いたアンガ王はひじょうに困惑

した。そのとき王は、沈黙を破る許可をブラーフマナたちから得て、儀式の場にいた僧した。そのとき王は、沈黙を破る許可をブラーフマナたちから得て、儀式の場にいた僧した。そのとき王は、沈黙を破る許可をブラーフマナたちから得て、儀式の場にいた僧した。そのとき王は、沈黙を破る許可をブラーフマナたちから得て、儀式の場にいた僧

侶たち全員に尋ねた」侶たち全員に尋ねた」侶たち全員に尋ねた」侶たち全員に尋ねた」 

 

第３０節第３０節第３０節第３０節 
 

NaaGaC^NTYaahuTaa deva Na Ga*õiNTa Ga]haiNah ) 
SadSaSPaTaYaae b]UTa ik-MavÛ & MaYaa k*-TaMa(    )) 30 )) 

 
ナーガッチャンティ アーフター デーヴァー 
nägacchanty ähutä devä 

 
ナ グリフナンティ グラハーン イハ 
na gåhëanti grahän iha 

 
サダサス・パタヨー ブルータ 
sadasas-patayo brüta 

 
キンム アヴァデャンム マヤー クリタンム 
kim avadyaà mayä kåtam 

 

na—ではない; ägacchanti—来ている; ähutäù—招かれて; deväù—半神達; na—ではな

い; gåhëanti—受けいれている; grahän—共有する; iha—その儀式で; sadasaù-patayaù—

僧侶達よ ; brüta—説明してほしい ; kim—何 ; avadyam—冒涜 ; mayä—私によって ; 

kåtam—為された。 
 

アンガ王が僧侶たちに呼びかけた。「僧侶たちよ。私がどのような冒涜をおかしてしアンガ王が僧侶たちに呼びかけた。「僧侶たちよ。私がどのような冒涜をおかしてしアンガ王が僧侶たちに呼びかけた。「僧侶たちよ。私がどのような冒涜をおかしてしアンガ王が僧侶たちに呼びかけた。「僧侶たちよ。私がどのような冒涜をおかしてし

まったのか、教えていただきたい。半神たちは、招かれているのに、この儀式に参加しまったのか、教えていただきたい。半神たちは、招かれているのに、この儀式に参加しまったのか、教えていただきたい。半神たちは、招かれているのに、この儀式に参加しまったのか、教えていただきたい。半神たちは、招かれているのに、この儀式に参加し

ようとしないし、自分たちの供物を受けいれようとしない」ようとしないし、自分たちの供物を受けいれようとしない」ようとしないし、自分たちの供物を受けいれようとしない」ようとしないし、自分たちの供物を受けいれようとしない」 
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第３１節第３１節第３１節第３１節 
 

SadSaSPaTaYa Ocu" 
Nardeveh >avTaae Naaga& TaavNMaNaak(- iSQaTaMa( ) 
ASTYaek&- Pa[a¢-NaMaga& Yaidhed*k(- TvMaPa[Ja" )) 31 )) 

 
サダサス・パタヤ ウーチュフ 
sadasas-pataya ücuù 

 
ナラ・デーヴェーハ バハヴァトー 
nara-deveha bhavato 

 
ナーガハンム ターヴァン マナーク ステヒィタンム 
näghaà tävan manäk sthitam 

 
アスティ エーカンム プラークタナンム アガハンム 
asty ekaà präktanam aghaà 

 
ヤドゥ イヘードゥリク トゥヴァンム アプラジャハ 
yad ihedåk tvam aprajaù 

 

sadasaù-patayaù ücuù—僧侶の筆頭者が言った ; nara-deva—王よ ; iha—現世で ; 

bhavataù—あなたの; na—ではない; agham—罪な活動; tävat manäk—ほんのわずかも; 

sthitam—位置されて; asti—〜がある; ekam—１つ; präktanam—前世の誕生で; agham—

罪な行ない ; yat—それによって ; iha—現世で ; édåk—このような ; tvam—あなた ; 

aprajaù—子息がいない。 
 

僧僧僧僧侶の筆頭者が言った。「王よ。我々には、あなたの現世のなかに、あなたの心にで侶の筆頭者が言った。「王よ。我々には、あなたの現世のなかに、あなたの心にで侶の筆頭者が言った。「王よ。我々には、あなたの現世のなかに、あなたの心にで侶の筆頭者が言った。「王よ。我々には、あなたの現世のなかに、あなたの心にで

さえ罪なおこないは見えない。だから、あなたが冒涜を犯しているとは思えない。しかさえ罪なおこないは見えない。だから、あなたが冒涜を犯しているとは思えない。しかさえ罪なおこないは見えない。だから、あなたが冒涜を犯しているとは思えない。しかさえ罪なおこないは見えない。だから、あなたが冒涜を犯しているとは思えない。しか

し、前世で罪なことをしており、そのために、あらゆるすばらしい気質をそなえているし、前世で罪なことをしており、そのために、あらゆるすばらしい気質をそなえているし、前世で罪なことをしており、そのために、あらゆるすばらしい気質をそなえているし、前世で罪なことをしており、そのために、あらゆるすばらしい気質をそなえている

にもかかわらず、子息をさずかっていない」にもかかわらず、子息をさずかっていない」にもかかわらず、子息をさずかっていない」にもかかわらず、子息をさずかっていない」 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 

結婚の目的は子息をもうけることにあります。子は地獄の状態にいるかもしれない自分の

父親と先祖を助けるために必要だからです。ゆえにチャーナキャ・パンディタは、

putra-hénaà gåhaà çünyam（プトゥラ・ヒーナンム グリハンム シューニャンム）「息子がいなけれ

ば、結婚生活は忌まわしいものでしかない」と言いました。アンガ王は現世でひじょうに敬

虔な人物だったのですが、前世で罪なことをしていたため子どもがさずからなかったのでし

た。ですから結論として、息子がさずからないという人は前世で罪なおこないをしていた、

と言えます。 
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第３２節第３２節第３２節第３２節 
 

TaQaa SaaDaYa >ad]& Tae AaTMaaNa& SauPa[Ja& Na*Pa  ) 
wíSTae Pau}ak-aMaSYa Pau}a& daSYaiTa Yaj>auk(- )) 32 )) 

 
タタハー サーダハヤ バハドゥランム テー 
tathä sädhaya bhadraà te 

 
アートゥマーナンム スプラジャンム ヌリパ 
ätmänaà suprajaà nåpa 

 
イシュタス テー プトゥラ・カーマッシャ 
iñöas te putra-kämasya 

 
プトゥランム ダーッシャティ ヤギャ・ブフク 
putraà däsyati yajïa-bhuk 

 

tathä—ゆえに; sädhaya—得るための儀式を執行せよ; bhadram—素晴らしい幸運; te—

あなたにとって; ätmänam—あなた自身; su-prajam—優れた子息; nåpa—王よ; iñöaù—崇

拝されて ; te— あなたによって ; putra-kämasya— 子息を得る願い ; putram— 子息 ; 

däsyati—主は授けるだろう; yajïa-bhuk—主、儀式の結果を楽しむ者。 
 

王よ。我々はあなたにあらゆる幸運がおとずれることを願っている。あなたには子息王よ。我々はあなたにあらゆる幸運がおとずれることを願っている。あなたには子息王よ。我々はあなたにあらゆる幸運がおとずれることを願っている。あなたには子息王よ。我々はあなたにあらゆる幸運がおとずれることを願っている。あなたには子息

がいない、しかし、ただちにさずかるよう至高主に願えば、そしてそのために儀式をおがいない、しかし、ただちにさずかるよう至高主に願えば、そしてそのために儀式をおがいない、しかし、ただちにさずかるよう至高主に願えば、そしてそのために儀式をおがいない、しかし、ただちにさずかるよう至高主に願えば、そしてそのために儀式をお

こなえば、儀式の結果を楽しむ方、すなわちこなえば、儀式の結果を楽しむ方、すなわちこなえば、儀式の結果を楽しむ方、すなわちこなえば、儀式の結果を楽しむ方、すなわち最高人格主神最高人格主神最高人格主神最高人格主神がそがそがそがその望みをかなえることだの望みをかなえることだの望みをかなえることだの望みをかなえることだ

ろう。ろう。ろう。ろう。 

 

第３３節第３３節第３３節第３３節 
 

TaQaa Sv>aaGaDaeYaaiNa Ga]hqZYaiNTa idvaEk-Sa" ) 
YaÛjPauåz" Saa+aadPaTYaaYa hirv*RTa"     )) 33 )) 

 
タタハー スヴァ・バハーガデヘーヤーニ 
tathä sva-bhägadheyäni 

 
グラヒーッシャンティ ディヴァウカサハ 
grahéñyanti divaukasaù 

 
ヤドゥ ヤギャ・プルシャハ サークシャードゥ 
yad yajïa-puruñaù säkñäd 

 
アパテャーヤ ハリル ヴリタハ 
apatyäya harir våtaù 
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tathä—そこで; sva-bhäga-dheyäni—儀式での彼らの共有; grahéñyanti—受けいれるだ

ろう; diva-okasaù—すべての半神達; yat—なぜなら; yajïa-puruñaù—あらゆる儀式を楽

しむ方; säkñät—直接に; apatyäya—子息を得る目的で; hariù—最高人格主神; våtaù—招か

れる。 
 

あらゆる儀式を楽しむ至高の方であるハリが、子息を願うあなたの願いを満たすたあらゆる儀式を楽しむ至高の方であるハリが、子息を願うあなたの願いを満たすたあらゆる儀式を楽しむ至高の方であるハリが、子息を願うあなたの願いを満たすたあらゆる儀式を楽しむ至高の方であるハリが、子息を願うあなたの願いを満たすためめめめ

に招かれるのであれば、半神たち全員が主とともに来て、その儀式の供物を受けいれるに招かれるのであれば、半神たち全員が主とともに来て、その儀式の供物を受けいれるに招かれるのであれば、半神たち全員が主とともに来て、その儀式の供物を受けいれるに招かれるのであれば、半神たち全員が主とともに来て、その儀式の供物を受けいれる

だろう。だろう。だろう。だろう。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 

どのような儀式であっても、あらゆる儀式の結果を楽しむ主ヴィシュヌを満足させるため

におこなわれるものです。そして、主ヴィシュヌが儀式の場に来ることに同意すれば、半神

たちが主人に従うのは当然のことであり、彼らの共有物もその儀式にささげられます。いず

れにしても、儀式は主ヴィシュヌの満足のためにおこなわれるものであり、半神のためでは

ありません。 

 

第３４節第３４節第３４節第３４節 
 

Taa&STaaNa( k-aMaaNa( hirdRÛaÛaNa( YaaNa( k-aMaYaTae JaNa" ) 
AaraiDaTaae YaQaEvEz TaQaa Pau&Saa& f-l/aedYa"     )) 34 )) 

 
ターンムス ターン カーマーン ハリル ダデャードゥ 
täàs tän kämän harir dadyäd 

 
ヤーン ヤーン カーマヤテー ジャナハ 
yän yän kämayate janaù 

 
アーラーデヒトー ヤタハイヴァイシャ 
ärädhito yathaivaiña 

 
タタハー プンムサーンム パハローダヤハ 
tathä puàsäà phalodayaù 

 

tän tän—それら; kämän—望む対象; hariù—主; dadyät—与えるだろう; yän yän—なん

であっても; kämayate—望む; janaù—その人物; ärädhitaù—崇拝されて; yathä—〜とし

て; eva—確かに; eñaù—主; tathä—同様に; puàsäm—人々の; phala-udayaù—その結果。 
 

儀式（カルマ・カーンダ活動にもとづく儀式）の執行者は、望みを達成するために主儀式（カルマ・カーンダ活動にもとづく儀式）の執行者は、望みを達成するために主儀式（カルマ・カーンダ活動にもとづく儀式）の執行者は、望みを達成するために主儀式（カルマ・カーンダ活動にもとづく儀式）の執行者は、望みを達成するために主

を崇拝し、そしてその望みを崇拝し、そしてその望みを崇拝し、そしてその望みを崇拝し、そしてその望みを達成する。を達成する。を達成する。を達成する。 
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要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 

『バガヴァッド・ギーター』で主は、崇拝する者の望みに応じて恩恵をさずける、と言い

ます。最高人格主神は、物質界で条件づけられた全生命体に、自由に活動する意志を与えて

います。しかし献愛者に対しては、そのように行動するのではなく、「わたしが献愛者の世

話をするのだから、わたしに身をゆだねたほうがいい」と言います。それが献愛者と、そし

て結果にこだわって活動する人々との違いです。結果を求める人々は活動の結果だけを楽し

みますが、献愛者は至高主に導かれているため、ふるさとに、神のもとに帰る、という人生

の究極目標を達成するために献愛奉仕に高められていきます。この節にある重要なことばは

kämän（カーマーン）で、これは「感覚満足をもとめる望み」という意味です。献愛者にカー

マーンはいっさいありません。Anyäbhiläñitä-çünya（アニャービヒラーシター・シューニャ）の境地

にいます。献愛者は感覚満足に対する望みはいっさいありません。ただひとつの目的は主の

感覚を満足させる、あるいは喜ばせることにあります。それがカルミーと献愛者の違いです。 

 

第３５節第３５節第３５節第３５節 
 

wiTa VYaviSaTaa ivPa[aSTaSYa raj" Pa[JaaTaYae ) 
Paurae@aXa& iNarvPaNa( iXaiPaivíaYa ivZ<ave   )) 35 )) 

 
イティ ヴャヴァシター ヴィプラース 
iti vyavasitä vipräs 

 
タッシャ ラーギャハ プラジャータイェー 
tasya räjïaù prajätaye 

 
プローダーシャンム ニラヴァパン 
puroòäçaà niravapan 

 
シピ・ヴィシュターヤ ヴィシュナヴェー 
çipi-viñöäya viñëave 

 
iti—こうして; vyavasitäù—決定して; vipräù—そのブラーフマナたち; tasya—彼の; 

räjïaù— 王 の ; prajätaye— 息 子 を 得 る 目 的 で ; puroòäçam— 儀 式 に 必 要 な 物 品 ; 

niravapan—捧げた; çipi-viñöäya—儀式の火の中にいる主に; viñëave—主ヴィシュヌに。 
 

こうしてブラーフマナたちは、アンガ王の子息のために、全生命体の心のなかにいるこうしてブラーフマナたちは、アンガ王の子息のために、全生命体の心のなかにいるこうしてブラーフマナたちは、アンガ王の子息のために、全生命体の心のなかにいるこうしてブラーフマナたちは、アンガ王の子息のために、全生命体の心のなかにいる

主ヴィシュヌに供物をささげる決定をした。主ヴィシュヌに供物をささげる決定をした。主ヴィシュヌに供物をささげる決定をした。主ヴィシュヌに供物をささげる決定をした。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 

儀式の規則では、動物がヤギャの場でいけにえにされることがあります。そのような動物
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は、ただ殺されるためではなく、新しい命を吹きこむためにいけにえにされます。この行為

は、ヴェーダのマントラが正しく発音されているかどうかを確かめるためになされます。医

療研究所では小動物を殺して治療効果を調べることがあります。その医療行為で殺される動

物は生きかえりませんが、ヤギャの場では、動物がいけにえにされても、ヴェーダ・マント

ラの力によってふたたび命をさずかります。この節ではçipi-viñöäya（シピ・ヴィシュターヤ）と

いうことばが使われています。Çipi（シピ）は「儀式の炎」を指します。儀式の火のなかで

供物がその炎にささげられると、主ヴィシュヌがその炎という姿として現われます。このこ

とから、主ヴィシュヌはシピヴィシュタ（Çipiviñöa） としても知られています。 

 

第３６節第３６節第３６節第３６節 
 

TaSMaaTPauåz otaSQaaE heMaMaaLYaMal/aMbr" ) 
ihr<MaYaeNa Paa}ae<a iSaÖMaadaYa PaaYaSaMa(  )) 36 )) 

 
タスマートゥ プルシャ ウッタスタハウ 
tasmät puruña uttasthau 

 
ヘーマ・マーリ アマラーンバラハ 
hema-mäly amalämbaraù 

 
ヒランマイェーナ パートゥレーナ 
hiraëmayena pätreëa 

 
シッダハンム アーダーヤ パーヤサンム 
siddham ädäya päyasam 

 
tasmät—その火から; puruñaù—ひとりの人物; uttasthau—現われた; hema-mälé—⻩金

の花輪をかけて; amala-ambaraù—白い衣服を着て; hiraëmayena—⻩金の; pätreëa—水

差しを手にして; siddham—料理された; ädäya—持っている; päyasam—牛乳で炊いた米。 
 

供物が火のなかにささげられた瞬間、その火の祭壇から、白い衣装に⻩金の花輪をか供物が火のなかにささげられた瞬間、その火の祭壇から、白い衣装に⻩金の花輪をか供物が火のなかにささげられた瞬間、その火の祭壇から、白い衣装に⻩金の花輪をか供物が火のなかにささげられた瞬間、その火の祭壇から、白い衣装に⻩金の花輪をか

けたひとりの人物が現われた。⻩金の水差しを手にし、そのなかは牛乳で料理された米けたひとりの人物が現われた。⻩金の水差しを手にし、そのなかは牛乳で料理された米けたひとりの人物が現われた。⻩金の水差しを手にし、そのなかは牛乳で料理された米けたひとりの人物が現われた。⻩金の水差しを手にし、そのなかは牛乳で料理された米

で満たされている。で満たされている。で満たされている。で満たされている。 

 

第３７節第３７節第３７節第３７節 
 

Sa ivPa[aNauMaTaae raJaa Ga*hqTvaÅil/NaaEdNaMa(   ) 
Avga]aYa Mauda Yau¢-" Pa[adaTPaTNYaa odarDaq" )) 37 )) 

 
サ ヴィプラーヌマトー ラジャ 
sa vipränumato raja 
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グリヒートゥヴァーンジャリナウダナンム 
gåhétväïjalinaudanam 

 
アヴァグフラーヤ ムダー ユクタハ 
avaghräya mudä yuktaù 

 
プラーダートゥ パトゥニャー ウダーラ・デヒィーヒ 
prädät patnyä udära-dhéù 

 

saù—彼; vipra—ブラーフマナたちの; anumataù—許可を得ること; räjä—王; gåhétvä—

受け取ること; aïjalinä—合わせた手に; odanam—牛乳で煮た米; avaghräya—香りを嗅い

だ後 ; mudä— 大いに 喜んで ; yuktaù— 固定して ; prädät— 捧げた ; patnyai— 妻に ; 

udära-dhéù—寛大な心。 
 

王はひじょうに寛大な心の持ち主であり、僧侶たちの許しを得たあと、合わせた手の王はひじょうに寛大な心の持ち主であり、僧侶たちの許しを得たあと、合わせた手の王はひじょうに寛大な心の持ち主であり、僧侶たちの許しを得たあと、合わせた手の王はひじょうに寛大な心の持ち主であり、僧侶たちの許しを得たあと、合わせた手の

なかにその授かり物を受けとり、香りをなかにその授かり物を受けとり、香りをなかにその授かり物を受けとり、香りをなかにその授かり物を受けとり、香りを嗅いだ嗅いだ嗅いだ嗅いだあとその一部を妻に与えた。あとその一部を妻に与えた。あとその一部を妻に与えた。あとその一部を妻に与えた。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 

この節のudära-dhéù（ウダーラ・デヒィーヒ）はこの文脈で重要な意味がこめられています。王

の妻、スニーターはこの恩恵をさずかるにふさわしい女性ではありませんでしたが、王は寛

大な心から、ヤギャ・プルシャ（yajïa-puruña）から受けとった牛乳で煮た米のプラサー

ダ（prasäda）をためらうことなく妻に与えました。もちろん、すべては最高人格主神によ

って計画されていることです。これからの節で説明されるように、このできごとは王にとっ

て好ましいことではありませんでした。王が寛大な心の持ち主だったことから、最高人格主

神は王の物質界への無執着心を強めるために、残虐な心を持つ息子が女王に生まれ、そして

王が家庭を去っていくよう配慮したのです。すでに説明したように、主ヴィシュヌはカルミ

ーの望みを満たしますが、献愛者の望みは別の形で叶えます。そうすることでやがて主に近

づいていくからです。これは『バガヴァッド・ギーター』でも、dadämi buddhi-yogaà taà 

yena mäm upayänti te（ダダーミ ブッデヒィ・ヨーガンム タンム イェーナ マーンム ウパヤーンティ テ

ー）と確証されていることです。主は、献愛者がさらに高められる機会を与えます。その結

果、ふるさとに、神の元に帰っていけるように。 

 

第３８節第３８節第３８節第３８節 
 

Saa TaTPau&SavNa& rajq Pa[aXYa vE PaTYauradDae ) 
Ga>a| k-al/ oPaav*tae ku-Maar& Sauzuve_Pa[Jaa  )) 38 )) 

 
サ タトゥ プンム・サヴァナンム ラーギー 
sä tat puà-savanaà räjïé 
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プラーッシャ ヴァイ パテュル アーダデヘー 
präçya vai patyur ädadhe 

 
ガルバハンム カーラ ウパーヴリッテー 
garbhaà käla upävåtte 

 
クマーランム スシュヴェー プラジャー 
kumäraà suñuve 'prajä 

 

sä—彼女; tat—その食べ物; pum-savanam—男児を作りだす; räjïé—女王; präçya—食

べること; vai—実際に; patyuù—夫から; ädadhe—子を宿した; garbham—妊娠; käle—そ

の時期が来た時; upävåtte—現われた; kumäram—息子; suñuve—〜を産んだ; aprajä—息

子がいない。 
 

女王に息子はいなかったが、男児を作りだす力がこめられたその食べ物を食べたあと、女王に息子はいなかったが、男児を作りだす力がこめられたその食べ物を食べたあと、女王に息子はいなかったが、男児を作りだす力がこめられたその食べ物を食べたあと、女王に息子はいなかったが、男児を作りだす力がこめられたその食べ物を食べたあと、

夫の子を宿し、やがて息子を産んだ。夫の子を宿し、やがて息子を産んだ。夫の子を宿し、やがて息子を産んだ。夫の子を宿し、やがて息子を産んだ。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 

10種類の浄化手段のなかにプンム・サヴァナンム（puà-savanam）があり、これは妻が

主ヴィシュヌにささげられた残り物であるプラサーダをさずかり、そのあと夫との性交渉に

よって子どもをさずかる、というものです。 

 

第３９節第３９節第３９節第３９節 
 

Sa bal/ Wv Pauåzae MaaTaaMahMaNauv]Ta"   ) 
ADaMaa|XaaeÙv& Ma*TYau& TaeNaa>avdDaaiMaRk-" )) 39 )) 

 
サ バーラ エーヴァ プルショー 
sa bäla eva puruño 

 
マーターマハンム アヌヴラタハ 
mätämaham anuvrataù 

 
アダハルマーンムショードゥバハヴァンム ムリテュンム 
adharmäàçodbhavaà måtyuà 

 
テーナーバハヴァドゥ アダハールミカハ 
tenäbhavad adhärmikaù 

 

saù—その; bälaù—子ども; eva—確かに; puruñaù—男; mätä-maham—⺟方の祖父; 

anuvrataù—〜の従者; adharma—無宗教の; aàça—一部から; udbhavam—現われた者; 

måtyum—死; tena—これによって; abhavat—彼はなった; adhärmikaù—無宗教。 
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その男児は、部分的に無宗教の王家に生まれた。祖父は死の権化であり、やがて少年その男児は、部分的に無宗教の王家に生まれた。祖父は死の権化であり、やがて少年その男児は、部分的に無宗教の王家に生まれた。祖父は死の権化であり、やがて少年その男児は、部分的に無宗教の王家に生まれた。祖父は死の権化であり、やがて少年

はその従者として育っていった。そしておそるべき無宗教の人間となった。はその従者として育っていった。そしておそるべき無宗教の人間となった。はその従者として育っていった。そしておそるべき無宗教の人間となった。はその従者として育っていった。そしておそるべき無宗教の人間となった。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 

子どもの⺟スニーターは死の権化の娘でした。ふつう、娘は父親の資質を受けつぎ、息子

は⺟親の資質を受けつぎます。ですから自明の理として、同類の質を持つ両者が互いに等し

くなるように、アンガ王に生まれたその子は、⺟方の祖父の従者になりました。スムリティ・

シャーストラ（småti-çästra）によると、子どもはふつう⺟方の家庭の規則に従います。

Naräëäà mätula-karma（ナラーナーンム マートゥラ・カルマ）は、 一般的に子どもは⺟方の家

族の気質に従う、という意味です。⺟方の家庭がひじょうに堕落していたり罪深かったりす

れば、すぐれた父親にめぐまれていても、⺟方の家族の犠牲になります。ですから、ヴェー

ダ文化によると、結婚のまえに、男性と女性双方の家族の考証がおこなわれます。占星術の

計算によってその結びつきが完璧であることがわかれば、そこで結婚の約束が交わされます。

しかし時には間違いが起こり、家族生活が悲惨な状態になることがあります。 

この節から、アンガ王はスニーターという性根の悪い妻をめとったように見えます。スニ

ーターが死の権化の娘だったからです。ときに主は献愛者に不運な妻を用意し、そのことで

やがてその家族環境をとおして妻と家庭に無執着になり、献愛奉仕の道を着実に進めるよう

配慮します。アンガ王は、最高人格主神の配慮によって、敬虔な献愛者であったにもかかわ

らず、スニーターのような悪妻をめとり、そしてヴェーナのような邪悪な子をさずかったよ

うに見えます。しかしその結果として、王は家族生活の束縛から完全に自由になり、家を去

り、そして神の元に帰っていきました。 

 

第４０節第４０節第４０節第４０節 
 

Sa XaraSaNaMauÛMYa Ma*GaYauvRNaGaaecr"          ) 
hNTYaSaaDauMa*RGaaNa( dqNaaNa( veNaae_SaaivTYaraEÂNa" )) 40 )) 

 
サ シャラーサナンム ウデャミャ 
sa çaräsanam udyamya 

 
ムリガユル ヴァナ・ゴーチャラハ 
mågayur vana-gocaraù 

 
ハンティ アサードフゥル ムリガーン ディーナーン 
hanty asädhur mågän dénän 

 
ヴェーノー サーヴ イティ アラウジ ジャナハ 
veno 'säv ity arauj janaù 
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saù— ヴ ェ ー ナ と い う 名 前 の 少 年 ; çaräsanam— 彼 の 弓 ; udyamya— 手 に し て ; 

mågayuù—狩人; vana-gocaraù—森に入っている; hanti—殺していた; asädhuù—非常に

残酷なことに; mågän—シカ; dénän—哀れな; venaù—ヴェーナ; asau—彼が来た; iti—こ

うして; araut—叫んでいた; janaù—すべての人々。 
 

その残虐な少年は、よく弓と矢を手にして森に入り、無害なシカを手当たりしだいにその残虐な少年は、よく弓と矢を手にして森に入り、無害なシカを手当たりしだいにその残虐な少年は、よく弓と矢を手にして森に入り、無害なシカを手当たりしだいにその残虐な少年は、よく弓と矢を手にして森に入り、無害なシカを手当たりしだいに

殺していたが、人々はその姿を見るといっせいに叫んだ、「極悪非道のヴェーナが来る殺していたが、人々はその姿を見るといっせいに叫んだ、「極悪非道のヴェーナが来る殺していたが、人々はその姿を見るといっせいに叫んだ、「極悪非道のヴェーナが来る殺していたが、人々はその姿を見るといっせいに叫んだ、「極悪非道のヴェーナが来る

ぞ！ぞ！ぞ！ぞ！    極悪非道のヴェーナが来るぞ！」と。極悪非道のヴェーナが来るぞ！」と。極悪非道のヴェーナが来るぞ！」と。極悪非道のヴェーナが来るぞ！」と。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 

クシャトリヤは、殺害する方法を学ぶために森に入って狩りをすることが許されています。

食べたり、ほかの目的で動物を殺したりするためではありません。クシャトリヤの王は、と

きには国内の犯罪者の首を切り落とすことが当然とされていました。この理由で、クシャト

リヤは森で狩りをすることが許されていたのです。アンガ王の子、ヴェーナは、劣悪な⺟親

から誕生したため、きわめて残虐で、よく森に行っては不必要に動物を殺していました。付

近の住⺠たちは、かれを見るだけで恐怖におののき、「ヴェーナが来るぞ！ ヴェーナが来

るぞ！」と悲鳴をあげていました。このように、ヴェーナは幼いときから市⺠たちにとって

恐れられる存在だったのです。 

 

第４１節第４１節第４１節第４１節 
 

Aa§-I@e §-I@Taae bal/aNa( vYaSYaaNaiTadaå<a" ) 
Pa[Saù iNarNau§-aeXa" PaéuMaarMaMaarYaTa(        )) 41 )) 

 
アークリーデー クリーダトー バーラーン 
äkréòe kréòato bälän 

 
ヴァヤッシャーン アティダールナハ 
vayasyän atidäruëaù 

 
プラサヒャ ニラヌクローシャハ 
prasahya niranukroçaù 

 
パシュ・マーランム アマーラヤトゥ 
paçu-märam amärayat 

 

äkréòe—遊び場で; kréòataù—遊んでいるとき; bälän—少年達; vayasyän—同年代の; 

ati-däruëaù— 非 常 に 残 酷 な ; prasahya— 力 づ く で ; niranukroçaù— 無 慈 悲 ; 

paçu-märam—動物を殺すように; amärayat—殺した。 
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この少年はきわめて残酷で、同年代の少年たちと遊んでいたとき、かれらを、あたかこの少年はきわめて残酷で、同年代の少年たちと遊んでいたとき、かれらを、あたかこの少年はきわめて残酷で、同年代の少年たちと遊んでいたとき、かれらを、あたかこの少年はきわめて残酷で、同年代の少年たちと遊んでいたとき、かれらを、あたか

も屠殺用の動物のように情け容赦なく殺していた。も屠殺用の動物のように情け容赦なく殺していた。も屠殺用の動物のように情け容赦なく殺していた。も屠殺用の動物のように情け容赦なく殺していた。 

 

第４２節第４２節第４２節第４２節 
 

Ta& ivc+Ya %l&/ Pau}a& XaaSaNaEivRivDaENa*RPa"    ) 
Yada Na XaaiSaTau& k-LPaae >a*XaMaaSaqTSauduMaRNaa" )) 42 )) 

 
タンム ヴィチャクッシャ カハランム プトゥランム 
taà vicakñya khalaà putraà 

 
シャーサナイル ヴィヴィダハイル ヌリパハ 
çäsanair vividhair nåpaù 

 
ヤダー ナ シャーシトゥンム カルポー 
yadä na çäsituà kalpo 

 
ブフリシャンム アーシートゥ スドゥルマナーハ 
bhåçam äsét sudurmanäù 

 

tam—彼を; vicakñya—見ている; khalam—残酷な; putram—息子; çäsanaiù—懲罰によ

って; vividhaiù—さまざまな種類の; nåpaù—王; yadä—〜の時; na—ではない; çäsitum—

支配するために; kalpaù—〜出来た; bhåçam—非常に; äsét—〜になった; su-durmanäù—

心を痛めた。 
 

我が子ヴェーナの残酷で無慈悲なおこないを見るたび、アンガ王は矯正するためにい我が子ヴェーナの残酷で無慈悲なおこないを見るたび、アンガ王は矯正するためにい我が子ヴェーナの残酷で無慈悲なおこないを見るたび、アンガ王は矯正するためにい我が子ヴェーナの残酷で無慈悲なおこないを見るたび、アンガ王は矯正するためにい

ろいろな罰を与えたが、良識ある人間に変えることはできなかった。こうして、王は心ろいろな罰を与えたが、良識ある人間に変えることはできなかった。こうして、王は心ろいろな罰を与えたが、良識ある人間に変えることはできなかった。こうして、王は心ろいろな罰を与えたが、良識ある人間に変えることはできなかった。こうして、王は心

を痛めるばかりであった。を痛めるばかりであった。を痛めるばかりであった。を痛めるばかりであった。 

 

第４３節第４３節第４３節第４３節 
 

Pa[aYae<aa>YaicRTaae devae Yae_Pa[Jaa Ga*hMaeiDaNa"   ) 
k-dPaTYa>a*Ta& du"%& Yae Na ivNdiNTa du>aRrMa( )) 43 )) 

 
プラーイェーナービヒャルチトー デーヴォー 
präyeëäbhyarcito devo 

 
イェー プラジャー グリハ・メーデヒィナハ 
ye 'prajä gåha-medhinaù 

 
カドゥ・アパテャ・ブフリタンム ドゥフカハンム 
kad-apatya-bhåtaà duùkhaà 

 
イェー ナ ヴィンダンティ ドゥルバハランム 
ye na vindanti durbharam 
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präyeëa— お そ ら く ; abhyarcitaù— 崇 拝 さ れ た ; devaù— 主 ; ye— 〜 で あ る 彼 ら ; 

aprajäù—息子がいないこと; gåha-medhinaù—家庭に住んでいる者たち; kad-apatya—劣

悪な息子によって; bhåtam—原因になった; duùkham—不幸; ye—〜である彼ら; na—では

ない; vindanti—苦しむ; durbharam—耐えられない。 
 

王は考えた。「息子のいない人々が幸運であることは間違いなく、前世で主を崇拝し王は考えた。「息子のいない人々が幸運であることは間違いなく、前世で主を崇拝し王は考えた。「息子のいない人々が幸運であることは間違いなく、前世で主を崇拝し王は考えた。「息子のいない人々が幸運であることは間違いなく、前世で主を崇拝し

たに違いない。劣悪な息子がもたらす耐えがたたに違いない。劣悪な息子がもたらす耐えがたたに違いない。劣悪な息子がもたらす耐えがたたに違いない。劣悪な息子がもたらす耐えがたい不幸に苦しめられないですむのだから」い不幸に苦しめられないですむのだから」い不幸に苦しめられないですむのだから」い不幸に苦しめられないですむのだから」 

 

第４４節第４４節第４４節第４４節 
 

YaTa" PaaPaqYaSaq k-IiTaRrDaMaRê Mahaà*<aaMa(   ) 
YaTaae ivraeDa" SaveRza& YaTa AaiDarNaNTak-" )) 44 )) 

 
ヤタハ パーピーヤシー キールティル 
yataù päpéyasé kértir 

 
アダハルマシュ チャ マハーン ヌリナーンム 
adharmaç ca mahän nåëäm 

 
ヤトー ヴィローダハハ サルヴェーシャーンム 
yato virodhaù sarveñäà 

 
ヤタ アーデヒィル アナンタカハ 
yata ädhir anantakaù 

 

yataù—劣悪な息子のために; päpéyasé—罪深い; kértiù—名声; adharmaù—反宗教; ca—

もまた; mahän—偉大な; nåëäm—人物たちの; yataù—〜であるものから; virodhaù—争

い; sarveñäm—あらゆる人々の; yataù—〜であるものから; ädhiù—不安; anantakaù—終

わりのない。 
 

罪深い息子は人の名声を消滅させる。家庭におけるそ罪深い息子は人の名声を消滅させる。家庭におけるそ罪深い息子は人の名声を消滅させる。家庭におけるそ罪深い息子は人の名声を消滅させる。家庭におけるその息子の反宗教的おこないが、の息子の反宗教的おこないが、の息子の反宗教的おこないが、の息子の反宗教的おこないが、

人々のあいだに無宗教と争いを巻きおこし、やがて終わりなき不安へと駆りたてていく。人々のあいだに無宗教と争いを巻きおこし、やがて終わりなき不安へと駆りたてていく。人々のあいだに無宗教と争いを巻きおこし、やがて終わりなき不安へと駆りたてていく。人々のあいだに無宗教と争いを巻きおこし、やがて終わりなき不安へと駆りたてていく。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 

結婚した二人には息子が必要であり、さもなければ二人の家族生活は空虚なものになる、

と言われています。しかし、優れた質をもたずに生まれた子は、見る力のない目を持ってい

るのと同じです。そのような目は見ることでは役にたちませんし、耐えられないほどの苦痛

を与えます。だからこそアンガ王は、そのような劣悪な息子をさずかった自分の不運を嘆い

ているのです。 
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第４５節第４５節第４５節第４５節 
 

k-STa& Pa[JaaPadeXa& vE MaaehbNDaNaMaaTMaNa"      ) 
Pai<@Taae bhu MaNYaeTa YadQaaR" kle-Xada Ga*ha" )) 45 )) 

 
カス タンム プラジャーパデーシャンム ヴァイ 
kas taà prajäpadeçaà vai 

 
モーハ・バンダハナンム アートゥマナハ 
moha-bandhanam ätmanaù 

 
パンディトー バフ マニェータ 
paëòito bahu manyeta 

 
ヤドゥ・アルタハーハ クレーシャダー グリハーハ 
yad-arthäù kleçadä gåhäù 

 
kaù—だれが; tam—彼を; prajä-apadeçam—名前だけの息子; vai—確かに; moha—幻想

の; bandhanam—束縛; ätmanaù—魂にとって; paëòitaù—知性ある者; bahu manyeta—

評価するだろう; yat-arthäù—〜の者が理由で; kleça-däù—苦しい; gåhäù—家庭。 
 

理解力と知性を持つ人物がそのような無価値の子を望むだろうか。そのような子は生理解力と知性を持つ人物がそのような無価値の子を望むだろうか。そのような子は生理解力と知性を持つ人物がそのような無価値の子を望むだろうか。そのような子は生理解力と知性を持つ人物がそのような無価値の子を望むだろうか。そのような子は生

命体にとって幻想の束縛にすぎず、家庭を不幸にお命体にとって幻想の束縛にすぎず、家庭を不幸にお命体にとって幻想の束縛にすぎず、家庭を不幸にお命体にとって幻想の束縛にすぎず、家庭を不幸におとしいれる存在でもある。としいれる存在でもある。としいれる存在でもある。としいれる存在でもある。 

 

第４６節第４６節第４６節第４６節 
 

k-dPaTYa& vr& MaNYae SadPaTYaaC^uca& PadaTa(  ) 
iNaivRÛ eTa Ga*haNMaTYaaeR YaT(c)e-XaiNavha Ga*ha" )) 46 )) 

 
カドゥ・アパテャンム ヴァランム マニェー 
kad-apatyaà varaà manye 

 
サドゥ・アパテャーチ チュチャーンム パダートゥ 
sad-apatyäc chucäà padät 

 
ニルヴィデェータ グリハーン マルテョー 
nirvidyeta gåhän martyo 

 
ヤトゥ・クレーシャ・ニヴァハー グリハーハ 
yat-kleça-nivahä gåhäù 

 

kad-apatyam—劣悪な息子; varam—より良い; manye—私は考える; sat-apatyät—優れ

た息子よりも; çucäm—悲しみの; padät—源; nirvidyeta—無執着になる; gåhät—家庭から; 

martyaù—死すべき人間 ; yat—〜である者のために ; kleça-nivahäù—地獄のような ; 

gåhäù—家庭。 
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そして王は考えた。「良いそして王は考えた。「良いそして王は考えた。「良いそして王は考えた。「良い息子よりも悪い息子のほうがいい。なぜなら、良い息子は息子よりも悪い息子のほうがいい。なぜなら、良い息子は息子よりも悪い息子のほうがいい。なぜなら、良い息子は息子よりも悪い息子のほうがいい。なぜなら、良い息子は

家庭に対する執着心を強くするが、悪い息子ではそうならない。悪い息子は地獄のよう家庭に対する執着心を強くするが、悪い息子ではそうならない。悪い息子は地獄のよう家庭に対する執着心を強くするが、悪い息子ではそうならない。悪い息子は地獄のよう家庭に対する執着心を強くするが、悪い息子ではそうならない。悪い息子は地獄のよう

な家庭を作りだすが、賢い人物ならそのような状態からたやすく、そして自然に無執着な家庭を作りだすが、賢い人物ならそのような状態からたやすく、そして自然に無執着な家庭を作りだすが、賢い人物ならそのような状態からたやすく、そして自然に無執着な家庭を作りだすが、賢い人物ならそのような状態からたやすく、そして自然に無執着

になることができる」になることができる」になることができる」になることができる」 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 

アンガ王は、物質的な家庭に対する執着と無執着という視点で状況を見つめています。プ

ラフラーダ・マハーラージャの教えでは、物質的な家庭は草に隠された井戸にたとえられて

います。そのような井戸に転落した人にとって、そこからはいあがって、ふたたび生活を始

めることはほとんどできません。プラフラーダ・マハーラージャは、家庭生活という隠れた

井戸をできるだけ早く捨てて、最高人格主神に身をゆだねるために森に行くよう勧めていま

す。ヴェーダ文化では、ヴァーナプラスタとサンニャーシーがこのように家庭を放棄するこ

とは不可欠だとされています。しかし、人々は家庭に心が囚われていますから、死ぬ直前ま

で家庭生活から離れようとしません。ですからアンガ王は、無執着という視点から、劣悪な

子をさずかるのは家庭生活からの無執着という好都合な刺激である、と考えました。そして、

自分の劣悪な息子を友人と考えました、家庭から無執着になるよう助けてくれたからです。

結局私たちは、物質生活から無執着になる方法を学ばなくてはなりません。ですから、もし

劣悪な息子が、その邪悪な行動によって世帯者を家庭から離れるよう助けているのであれば、

それは恩恵だと言えます。 

 

第４７節第４７節第４７節第４７節 
 

Wv& Sa iNaivR<<aMaNaa Na*Paae Ga*ha‚ 
iàXaqQa oTQaaYa MahaedYaaedYaaTa( ) 

Al/BDaiNad]ae_NauPal/i+aTaae Na*i>a‚ 
ihRTva GaTaae veNaSauv& Pa[SauáaMa(   )) 47 )) 

 
エーヴァンム サ ニルヴィンナ・マナー ヌリポー グリハーン 
evaà sa nirviëëa-manä nåpo gåhän 

 
ニシータハ ウッタハーヤ マホーダヨーダヤートゥ 
niçétha utthäya mahodayodayät 

 
アァブダハ・ニドゥロー ヌパラクシトー ヌリビヒル 
alabdha-nidro 'nupalakñito nåbhir 

 
ヒトゥヴァー ガトー ヴェーナ・スヴァンム プラスプターンム 
hitvä gato vena-suvaà prasuptäm 
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evam—こうして; saù—彼; nirviëëa-manäù—心の中で無関心になって; nåpaù—アンガ王; 

gåhät—家庭から; niçéthe—真夜中に; utthäya—起き上がって; mahä-udaya-udayät—偉大な魂

たちによる祝福で裕福な; alabdha-nidraù—眠ることなく; anupalakñitaù—見られることなく; 

nåbhiù—一般人によって; hitvä—捨て去って; gataù—離れた; vena-suvam—ヴェーナの⺟親; 

prasuptäm—熟睡している。 
 

そのように考え、アンガ王は夜一睡もすることができなかった。そしてその心は世帯そのように考え、アンガ王は夜一睡もすることができなかった。そしてその心は世帯そのように考え、アンガ王は夜一睡もすることができなかった。そしてその心は世帯そのように考え、アンガ王は夜一睡もすることができなかった。そしてその心は世帯

者の生活に完全に無関心になっていた。そしてある夜、寝台から起きあがると、熟睡し者の生活に完全に無関心になっていた。そしてある夜、寝台から起きあがると、熟睡し者の生活に完全に無関心になっていた。そしてある夜、寝台から起きあがると、熟睡し者の生活に完全に無関心になっていた。そしてある夜、寝台から起きあがると、熟睡し

ていたヴェーナの⺟（自分の妻）のもとを去っていった。きわめて豊かな王国への魅力ていたヴェーナの⺟（自分の妻）のもとを去っていった。きわめて豊かな王国への魅力ていたヴェーナの⺟（自分の妻）のもとを去っていった。きわめて豊かな王国への魅力ていたヴェーナの⺟（自分の妻）のもとを去っていった。きわめて豊かな王国への魅力

をすべて捨てさり、だれにも見られることなく、ひとり静かに宮殿と富をあとに、森にをすべて捨てさり、だれにも見られることなく、ひとり静かに宮殿と富をあとに、森にをすべて捨てさり、だれにも見られることなく、ひとり静かに宮殿と富をあとに、森にをすべて捨てさり、だれにも見られることなく、ひとり静かに宮殿と富をあとに、森に

向かって進んでいった。向かって進んでいった。向かって進んでいった。向かって進んでいった。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 

この節にあるmahodayodayät（マホーダヨーダヤートゥ）ということばは、偉大な魂の祝福に

よって物質的な富にめぐまれる、という意味がありますが、そのような物質的富への執着を

捨てるとき、それは偉大な魂たちからのさらにすばらしい恩恵と考えることができます。王

にとって、裕福な王国や、若くて誠実な妻を放棄することはたやすくできるものではなかっ

たものの、その執着を捨てて、だれにも見られることなく森に行くことができたのは、最高

人格主神からのすばらしい恩恵であることにまちがいありません。家庭、妻、財産への執着

を捨てて、真夜中に家を去っていく偉大な魂の例は数多く残されています。 

 

第４８節第４８節第４８節第４８節 
 

ivjaYa iNaivRÛ GaTa& PaiTa& Pa[Jaa" 
PauraeihTaaMaaTYaSauôÓ<aadYa"      ) 

ivicKYauåVYaaRMaiTaXaaek-k-aTara 
YaQaa iNaGaU!& Pauåz& ku-YaaeiGaNa" )) 48 )) 

 
ヴィギャーヤ ニルヴィデャ ガタンム パティンム プラジャーハ 
vijïäya nirvidya gataà patià prajäù 

 
プローヒターマーテャ・スフリドゥ・ガナーダヤハ 
purohitämätya-suhåd-gaëädayaù 

 
ヴィチキュル ウルヴャーンム アティショーカ・カータラー 
vicikyur urvyäm atiçoka-kätarä 

 
ヤタハー ニグーダハンム プルシャンム クヨーギナハ 
yathä nigüòhaà puruñaà kuyoginaù 
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vijïäya—理解したあと ; nirvidya—無関心で ; gatam—去っていった ; patim—王 ; 

prajäù— 市 ⺠ 達 す べ て ; purohita— 僧 侶 達 ; ämätya— 大 臣 達 ; suhåt— 友 人 達 ; 

gaëa-ädayaù—そして一般人達; vicikyuù—探した; urvyäm—地上で; ati-çoka-kätaräù—

非常に悲しんで ; yathä—〜であるように ; nigüòham—隠れた ; puruñam—至高の魂 ; 

ku-yoginaù—未熟な神秘家。 
 

王が家庭に無頓着になり、国を去ったことを知った市⺠たち、僧侶たち、大臣たち、王が家庭に無頓着になり、国を去ったことを知った市⺠たち、僧侶たち、大臣たち、王が家庭に無頓着になり、国を去ったことを知った市⺠たち、僧侶たち、大臣たち、王が家庭に無頓着になり、国を去ったことを知った市⺠たち、僧侶たち、大臣たち、

友人たち、一般人たちはひじょうに悲しんだ。そして世界中をくまなく探しはじめた、友人たち、一般人たちはひじょうに悲しんだ。そして世界中をくまなく探しはじめた、友人たち、一般人たちはひじょうに悲しんだ。そして世界中をくまなく探しはじめた、友人たち、一般人たちはひじょうに悲しんだ。そして世界中をくまなく探しはじめた、

未熟な神秘家が自分の内にいる至高の魂を探しもとめるように。未熟な神秘家が自分の内にいる至高の魂を探しもとめるように。未熟な神秘家が自分の内にいる至高の魂を探しもとめるように。未熟な神秘家が自分の内にいる至高の魂を探しもとめるように。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 

知性の低い神秘家が心のうちに至高の魂を探そうとする例には、すぐれた教えが含まれて

います。絶対真理者は、ブラフマン、局所的パラマートマー、最高人格主神という３つの様

相として悟られます。知性の劣る神秘家kuyoginaù（クヨーギナハ）は、心を使った推論で非人

格のブラフマンの境地まで辿りつくことができますが、すべての生命体の内にいる至高の魂

を見つけることはできません。王が国を去ったあと、もちろんどこかにいることは確実だっ

たのですが、市⺠たちは、知性の劣る神秘家のように、王を見つけだすすべを知らなかった

ため、途方にくれるばかりでした。 

 

第４９節第４９節第４９節第４９節 
 

Al/+aYaNTa" Padvq& Pa[JaaPaTae/‚ 
hRTaaeÛMaa" Pa[TYauPaSa*TYa Tae PaurqMa( ) 

‰zqNa( SaMaeTaaNai>avNÛ Saaé[vae 
NYavedYaNa( PaaErv >aTa*RivâvMa(   )) 49 )) 

 
ラクシャヤンタハ パダヴィーンム プラジャーパテール 

alakñayantaù padavéà prajäpater 
 

ハトーデャマーハ プラテュパスリテャ テー プリーンム 
hatodyamäù pratyupasåtya te purém 

 
リシーン サメーターン アビヒヴァンデャ サーシュラヴォー 
åñén sametän abhivandya säçravo 

 
ニャヴェーダヤン パウラヴァ バハルトゥリ・ヴィプラヴァンム 
nyavedayan paurava bhartå-viplavam 
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alakñayantaù—発見していない; padavém—まったく足取りがつかめない; prajäpateù—

アンガ王の ; hata-udyamäù—落胆して ; pratyupasåtya—戻った後 ; te—その市⺠達 ; 

purém—その都市に; åñén—偉大な聖者達; sametän—集まって; abhivandya—尊敬の礼を

表した後; sa-açravaù—目に涙を浮かべて; nyavedayan—知らせた; paurava—ヴィドゥラ

よ; bhartå—王の; viplavam—不在。 
 

市⺠たちはあらゆる場所を捜しまわったあげく、王の足取りがまったくつかめないこ市⺠たちはあらゆる場所を捜しまわったあげく、王の足取りがまったくつかめないこ市⺠たちはあらゆる場所を捜しまわったあげく、王の足取りがまったくつかめないこ市⺠たちはあらゆる場所を捜しまわったあげく、王の足取りがまったくつかめないこ

とに落胆し、王がいなくなったことで国中の偉大な聖者たちが集まっていた都にもどっとに落胆し、王がいなくなったことで国中の偉大な聖者たちが集まっていた都にもどっとに落胆し、王がいなくなったことで国中の偉大な聖者たちが集まっていた都にもどっとに落胆し、王がいなくなったことで国中の偉大な聖者たちが集まっていた都にもどっ

た。目に涙を浮かべ、聖者たちに尊敬の礼を払うと、どこにも王を見つけることができた。目に涙を浮かべ、聖者たちに尊敬の礼を払うと、どこにも王を見つけることができた。目に涙を浮かべ、聖者たちに尊敬の礼を払うと、どこにも王を見つけることができた。目に涙を浮かべ、聖者たちに尊敬の礼を払うと、どこにも王を見つけることができ

なかった経過をつぶさなかった経過をつぶさなかった経過をつぶさなかった経過をつぶさに報告した。に報告した。に報告した。に報告した。 

 

これで、バクティヴェーダンタによる『シュリーマド・バーガヴァタム』、第４編・第13

章、「ドゥルヴァ・マハーラージャの子孫の説明」の要旨解説を終了します。 


